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早
稲
田
応
用
化
学
会
は
昭
和
四
十
七
年
、
設
立
五
十
周
年
を
む
か
え
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て

本
書
の
発
刊
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
る
に
、
大
正
六
年
早
稲
田
の
森
の
一
隅
に
応
用
化
学
科
が
創
設
さ
れ
、
数
年
を
経
て
か
ら
教

員
、
卒
業
生
、
学
生
の
親
睦
と
教
室
の
後
援
を
目
的
と
し
て
、
本
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
現

在
、
三
千
名
を
超
え
る
会
員
を
擁
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
幾
多
の
曲
折
を
克
服
し
て
今
日

に
至
っ
た
ゆ
え
ん
の
も
の
は
、
設
立
以
来
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
早
稲
田
精
神
と
諸
先
輩
の
ご
努
力
、
な

ら
び
に
各
方
面
か
ら
の
ご
支
援
の
賜
で
あ
る
こ
と
を
強
く
銘
記
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
わ
が
国
の
化
学
工
業
界
の
現
状
を
み
る
と
、
あ
る
面
で
は
戦
後
最
大
の
転
機
に
立
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
戦
後
の
め
ざ
ま
し
い
技
術
開
発
に
支
え
ら
れ
、
そ
の
生
産
力
に
船
い
て
世
界

第
二
位
の
地
位
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
生
産
第
一
主
義
な
ら
び
に
輸
出
振
興
と
い
う
至
上
命
題
も
、

最
近
で
は
福
祉
優
先
、
国
際
協
調
と
い
う
歴
史
的
流
れ
の
前
に
方
向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
う
し
た
時
期
に
、
応
用
化
学
科
お
よ
び
応
用
化
学
会
の
半
世
紀
の
途
を
ふ
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
覚
悟

を
新
た
に
す
る
こ
と
に
本
書
の
意
義
が
あ
る
こ
と
と
思
う
次
第
で
す
。

日
頃
の
会
員
諸
氏
の
本
会
へ
の
ご
協
力
を
深
謝
致
す
と
と
も
に
、
教
室
お
よ
び
当
会
の
益
々
発
展
す
る

こ
と
を
祈
念
致
す
次
第
で
す
。
終
り
に
、
繁
忙
な
教
務
の
か
た
わ
ら
編
集
の
実
務
の
任
に
あ
た
ら
れ
た
教

室
の
方
々
、
船
よ
び
本
書
出
版
の
た
め
に
種
々
の
面
で
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
わ
っ
た
各
位
に
深
甚
な
敬
意

と
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
九
年
二
月

早
稲
田
応
用
化
学
会

会
長
棚
橋
幹

理
工
科
の
開
設
と
応
用
化
学
科
の
誕
生

私
は
永
い
間
応
用
化
学
科
に
在
職
、
そ
の
末
席
を
汚
し
な
が
ら
、
最
近
二
十
年
間
を
本
部
あ
る
い
は
理
工
学
部

の
役
職
に
あ
っ
て
、
大
切
な
教
室
で
の
研
究
の
面
で
な
ん
ら
の
貢
献
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
申
し
訳
な
く
思

つ
て
い
る
汰
第
で
あ
る
今
回
応
用
化
学
科
の
半
世
紀
の
回
顧
録
の
企
画
に
あ
た
り
、
早
稲
田
大
学
の
歴
史
の
な

か
で
理
工
科
開
設
の
経
緯
と
応
用
化
学
科
誕
生
の
一
端
を
記
し
て
参
考
に
資
し
た
い
と
思
う
。

早
稲
田
大
学
は
明
治
十
五
年
(
ハ
ハ
ニ
年
)
そ
の
前
身
東
京
専
門
学
校
の
名
の
も
と
に
東
京
府
豊
島
郡
戸
塚

村
で
岻
々
の
声
を
あ
げ
た
今
年
は
九
十
二
周
年
に
あ
た
る
。
理
工
科
の
開
設
は
大
学
の
第
二
期
発
展
計
画
で
あ

る
創
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
と
き
の
計
画
の
一
っ

と
し
て
医
学
部
の
開
設
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
業
計
画
遂
行
の
た
め
の
募
金
目
標
百
五
十
万
円
(
理
工
科
新
設
費

三
十
万
、
医
科
新
設
費
八
万
、
病
院
建
設
費
十
七
万
、
士
地
購
入
費
十
五
万
、
大
講
堂
建
設
費
二
十
万
、
固
定
基

金
六
十
万
)
に
対
し
て
九
十
二
万
円
余
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
医
科
ま
で
の
計
画
は
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

早
稲
田
大
学
総
長
村

資
長

井



わ
け
で
あ
る
。

当
時
と
し
て
、
私
学
で
理
工
系
学
科
を
も
つ
と
い
う
、
、
と
は
、
経
営
的
に
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
大
隈
重
信
は
日
本
近
代
化
の
な
か
で
そ
の
工
業
立
国
、
殖
産
興
業
の
立
場
を
見
通
し
て
、
あ
え
て
理
工
斗

を
優
先
し
た
の
で
あ
る
。
た
め
に
、
今
日
ま
で
医
学
部
の
夢
が
実
現
で
き
な
い
ま
ま
に
あ
る
わ
け
で
、
綜
合
大
学

と
し
て
医
学
部
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
の
一
っ
と
し
て
理
工
斗
経

営
の
た
め
と
あ
っ
て
は
、
私
は
永
く
理
工
学
部
に
籍
を
お
く
一
員
と
し
て
申
し
訳
な
く
感
ず
る
と
い
う
ぱ
か
り
で

な
く
、
総
長
の
立
場
に
船
い
て
、
な
ん
と
か
し
て
そ
の
開
設
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
考
え
、
腐
心
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
早
稲
田
大
学
に
理
工
科
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
創
立
二
十
五
周
年
の
黒
事
業
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
京
専
門
学
校
設
立
時
の
理
化
学
科
の
再
興
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
東
京
専
門
学
校
は
政
治
科
、
法
律
科
、
理
化
学
科
の
三
科
で
出
発
し
た
の
で
あ
る
0
 
そ
の
と
き
の

理
化
学
科
に
は
物
理
、
化
学
、
生
物
、
天
文
学
、
士
木
、
地
質
学
な
ど
の
学
課
目
が
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
0

し
か
し
な
が
ら
当
時
志
願
者
が
極
め
て
少
な
く
、
経
営
上
の
困
難
か
ら
二
年
後
に
止
む
な
く
募
集
を
停
止
、
打
貞

さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
五
年
の
東
京
専
門
学
校
に
理
化
学
科
を
お
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
隈
重
信
の
炯
眼

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
隈
は
創
立
十
五
周
年
の
祝
典
の
演
説
で
、
自
然
科
学
の
基
礎
と
し
て
の
物
理
学

の
重
要
性
を
説
き
、
理
化
学
科
を
閉
鎖
し
た
こ
と
は
千
歳
の
遺
憾
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
明
治
四
十
年

の
創
立
二
十
五
周
年
式
典
で
は
次
の
よ
う
な
、
黒
事
業
の
計
画
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
「
吾
人
が
吾
が
大
学
の

第
二
期
発
展
計
画
と
し
て
切
に
実
行
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
、
理
工
科
、
医
科
の
新
設
こ
れ
な
り
。
・
:
・
:
吾
か
大

学
に
船
く
理
工
科
は
専
ら
応
用
的
諸
学
科
即
ち
機
械
、
電
気
、
鉱
業
士
木
、
建
築
製
造
化
学
の
諸
学
科
こ
れ

な
り
、
時
勢
の
必
要
上
、
経
営
の
順
序
と
し
て
機
械
、
鉱
業
の
二
科
を
船
く
。
ー
:
・
」
か
く
し
て
製
造
化
学
科
は

若
干
後
回
し
に
な
っ
た
が
、
大
正
六
年
応
用
化
学
科
と
し
て
開
設
さ
れ
た
の
は
、
欧
州
大
戦
だ
け
の
近
視
的
な
理

由
に
ょ
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
以
上
の
事
実
か
ら
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

応
用
化
学
科
の
開
設
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
こ
こ
に

奇
し
き
ニ
ヒ
ソ
ー
ド
を
記
し
た
い
と
思
う
。
大
隈
重
信
は
青
年
時
代
長
崎
で
英
語
学
校
を
開
い
て
い
た
の
で
あ
る

か
、
こ
の
時
の
生
徒
に
高
峰
讓
吉
が
い
た
の
で
あ
る
。
高
峰
は
人
も
知
る
「
タ
カ
ジ
フ
ス
タ
ー
ゼ
」
の
発
明
者
で

東
京
大
学
の
応
用
化
学
を
明
治
十
二
年
に
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
輩
に
あ
た
る
高
松
豊
吉

博
士
は
わ
が
応
用
化
学
科
の
育
て
の
親
小
林
久
平
先
生
の
恩
師
で
も
あ
り
、
応
用
化
学
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
大



隈
重
信
の
よ
き
助
言
者
で
も
あ
っ
た
由
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
は
八
年
後
に
百
周
年
を
迎
え
る
。
わ
が
応
肌
化
学
科
も
、
開
設
以
来
五
十
七
年
の
歳
月
を
つ
み
重

ね
て
今
日
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
共
に
そ
の
名
が
保
た
れ
て
い
る
だ
け
で
は
、
そ
の
生
命
が
保
た
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
そ
の
理
念
と
使
命
が
確
実
に
生
か
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぱ
、
な
き
に
等
し
い
の
で
あ
る
0
 
歴
史
は

た
だ
そ
れ
を
振
り
返
っ
て
過
去
を
確
か
め
、
あ
る
い
は
そ
の
夢
を
追
う
だ
け
で
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
0
 
こ
の

回
顧
録
か
ら
理
工
科
と
く
に
応
用
化
学
科
の
誕
生
の
い
き
さ
つ
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
未
来
へ
の
基
盤
と
な

し
、
建
学
の
精
神
と
創
学
の
理
想
を
振
起
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
次
第
で
あ
る
0

次

目

口
絵

早
稲
田
応
用
化
学
会
会
長

発
刊
に
ょ
せ
て

理
工
科
の
開
設
と
応
用
化
学
科
の
匪
生
早
稲
田
大
学
総
長

一
甲
稲
田
の
森
の
一
角
に

1
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二
高
ま
る
応
用
化
学
の
重
要
性

教
室
、
卒
業
生
、
学
生
を
結
ぶ
早
稲
田
応
用
化
学
会

12
 
今
に
生
き
る
伝
統
、
燃
料
化
学
科
の
九
年

3
 
戦
時
下
秘
録

三
化
学
工
業
は
不
死
鳥

1
 
軌
道
に
の
る
復
興

2
 
多
様
化
の
時
代
へ

3
 
新
制
大
学
か
ら
大
学
院
大
学
へ

年
譜
・
資
料

編
集
に
あ
た
り
て

応
用
化
学
半
世
紀
の
回
顧

早
稲
田
大
学

編
集
委
員
長
大
坪
義
雄

61 48



早
稲
田
の
森
の
一
角
に

日
本
が
必
要
と
し
た
応
用
化
学

1日
本
の
近
代
産
業
が
確
立
期
に
は
い
っ
矣
正
五
年
(
一
九
一

六
年
)
四
旦
早
稲
田
大
学
理
工
科
高
等
予
科
に
応
用
化
学
科
誕

生
、
入
学
志
願
者
は
定
員
の
数
倍
に
達
し
た
。
そ
し
て
翌
六
年
九

月
に
は
本
科
三
年
の
授
業
か
始
ま
っ
た
。
応
用
化
学
科
創
立
は
こ

の
本
科
発
足
の
と
き
と
さ
れ
、
昭
和
四
十
二
年
(
一
九
六
七
年
)

十
一
月
、
創
設
五
卜
周
年
記
念
式
典
と
鼎
念
。
ハ
ー
テ
一
を
東
京

目
白
・
梼
山
荘
で
開
き
、
卒
業
生
百
六
卜
名
が
渠
ま
っ
た
。

早
稲
田
大
学
に
理
工
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年

(
一
九
0
八
年
)
な
の
で
、
応
用
化
学
科
の
開
設
は
九
年
遅
れ
、

機
械
、
電
気
、
採
鉱
、
建
築
の
各
科
に
統
く
五
番
目
の
仏
統
あ
る

学
科
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
、
応
用
化
学
科
を
設
け
て
い
た
の
は
東
京
で
は
東
京

帝
国
大
学
と
蔵
前
高
工
(
現
東
京
工
業
大
学
)
だ
け
だ
っ
た
。

学
長
天
野
為
之
氏
は
早
稲
田
学
報
大
正
六
年
二
月
号
に
応
用
化

学
科
に
つ
い
て
早
稲
田
大
学
が
化
学
研
究
の
必
要
を
認
め
、
そ

の
研
究
機
関
を
設
け
る
け
画
を
た
て
た
の
は
か
な
り
古
い
こ
と
だ

か
、
種
々
の
事
倩
の
た
め
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

、
、
、
、

た
。
と
こ
ろ
が
時
勢
の
進
展
は
設
置
延
期
を
許
さ
な
く
な
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
応
用
化
学
科
開
設
実
務
の
中
心
と
な
っ
た
大
学
理
事
田

中
唯
一
郎
氏
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
大
正
五
年
四
月
の
早
稲
田
学
殺

で
開
設
当
時
の
事
情
を
詳
し
く
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

「
応
用
化
学
科
は
最
近
思
い
つ
い
た
も
の
で
は
な
い
。
文
部
省

、
0

し

の
認
可
も
得
て
い
た
が
、
多
額
の
経
費
が
い
る
の
で
見
合
わ
せ
て

V
た
。
し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響
か
ら
化
学
研
究
が
叫

ぱ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
既
設
の
電
気
学
、
冶
金
学
で
も
化
学
の
教

育
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、
有
力
者
の
援
助
を
受
け
て
開
設
す
る

3



こ
と
に
な
っ
た
」

大
隈
侯
の
相
談
相
手
に
東
大
教
授
高
松
豊
吉
博
士
が
い
た
。
の

ち
に
東
大
名
誉
教
授
と
な
り
、
東
京
瓦
斯
の
名
誉
社
長
、
東
京
工

試
の
初
代
所
長
な
ど
を
し
た
人
で
あ
る
。
も
と
も
と
大
隈
侯
は
、

高
峰
譲
吉
氏
や
桜
井
讓
二
氏
(
東
大
教
授
)
を
招
い
て
化
学
や
化

学
工
業
に
つ
ぃ
て
の
講
演
を
開
く
な
ど
、
化
学
に
つ
い
て
の
関
心

は
深
か
っ
た
が
、
高
松
博
士
の
「
応
用
化
学
は
国
家
に
と
っ
て
必

要
な
も
の
で
あ
る
」
と
の
す
す
め
に
、
応
用
化
学
科
開
設
に
踏
み

切
っ
た
と
い
う
。

教
育
期
間
は
東
京
大
学
の
六
年
、
蔵
前
高
工
の
三
年
に
対
し
早

稲
田
は
四
年
半
。
理
論
的
指
導
者
の
教
育
を
目
標
に
し
た
東
大
に

対
し
、
実
際
に
役
立
っ
人
物
の
育
成
を
目
ざ
し
た
。
教
授
陣
は
河

合
勇
、
富
井
六
造
両
氏
だ
け
が
教
授
で
、
ほ
か
は
全
部
外
来
講
師

だ
っ
た
が
、
実
業
人
を
多
く
迎
え
て
い
た
。
理
工
科
と
名
付
け
た

こ
と
に
も
、
工
科
を
目
ざ
し
た
理
科
を
や
る
の
だ
と
の
早
稲
田
の

学
風
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
実
際
に
役
立
っ
学
問
を
尊
ん
だ
気
風

は
、
新
制
大
学
の
発
足
ま
で
続
い
た
。

応
用
化
学
科
の
創
設
後
間
も
な
い
大
正
九
年
、
早
稲
田
大
学
は

学
制
改
革
に
ょ
り
、
専
門
学
校
令
に
ょ
る
大
学
か
ら
新
大
学
令
に

よ
る
大
学
に
昇
格
し
た
。
就
学
年
限
も
延
長
さ
れ
た
の
で
、
在
校

生
の
多
く
は
新
制
度
で
卒
業
し
た
。
こ
の
た
め
大
正
十
二
年
三
月

に
は
二
、
三
回
生
が
同
時
に
卒
業
一
回
生
が
卒
業
し
た
大
正
九

年
七
月
と
の
問
に
一
年
八
力
月
の
差
が
あ
る
。
専
門
学
校
令
時
代

の
卒
業
生
は
、
早
稲
田
工
学
士
を
称
し
て
い
た
。

応
用
化
学
科
創
設
当
時
の
日
本
は
世
界
大
戦
の
好
況
に
わ
き
、

な
か
で
も
化
学
、
鉄
工
、
機
械
各
工
業
が
さ
か
ん
に
な
っ
て

い

た
。
好
況
は
多
く
の
成
金
を
生
み
出
し
、
こ
の
こ
ろ
の
有
閑
富
有

階
級
の
生
活
を
表
わ
す
こ
と
ぱ
と
し
て
「
き
ょ
う
は
帝
劇
、
あ
す

は
三
越
」
と
い
う
キ
t
 
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
。

応
用
化
学
科
を
含
む
理
工
科
創
設
計
画
に
対
し
、
明
治
天
皇
は

金
三
万
円
の
ご
下
賜
金
を
下
さ
れ
た
。
大
学
は
こ
れ
を
記
念
し
て

明
治
四
十
五
年
学
園
内
に
恩
賜
記
念
館
を
建
設
し
九
。
建
物
は
英

国
風
ゴ
、
ソ
ッ
ク
式
煉
瓦
造
り
三
階
建
て
三
百
十
余
坪
、
理
工
科
実

験
室
を
中
心
に
各
科
研
究
室
を
あ
わ
せ
た
簡
素
純
朴
な
建
物
だ
っ

ナ

そ
の
後
、
大
正
天
皇
の
即
位
大
典
記
念
事
業
の
一
部
と
し
て
大

正
七
年
に
増
築
が
完
成
昭
和
二
十
年
の
戦
災
で
焼
失
す
る
ま
で

理
工
科
だ
け
で
な
く
、
政
法
文
商
師
範
各
科
の
研
究
室
な
ど
に
広

く
使
わ
れ
た
学
園
の
中
心
位
置
に
あ
り
、
戦
前
の
卒
業
生
に
は

懐
し
い
建
物
で
、
そ
の
跡
に
は
現
在
文
科
系
大
学
院
が
建
っ
て
い

る
。
山
沢
松
男
氏
(
大

正
九
年
卒
業
)
は
、

.

高
等
予
科
に
入
っ
た

.

と
き
の
応
用
化
学
志
望

館

者
は
八
十
六
人
だ
っ
た

賜
が
、
本
科
へ
入
れ
た
の

恩
は
二
十
人
だ
っ
た
。
大

正
六
年
九
月
か
ら
本
科

の
講
義
が
始
ま
っ
た
が

教
室
が
完
成
す
る
大
正

七
年
十
月
ま
で
は
、
採

4

鉱
科
の
教
室
と
実

験
室
を
借
り
て
い

た
。
親
類
の
家
に

同
居
し
て
い
る
よ

"

う
な
も
の
で
、
一
肩

身
の
狭
い
生
活
で

し
た
」

と
、
当
時
を
回
想
し
て
い
る
。

応
用
化
学
科
の
実
験
室
は
、
当
時
の
財
界
の
長
老
森
村
市
左
衛

門
翁
の
主
宰
す
る
森
村
豊
明
会
の
寄
付
に
ょ
り
、
現
在
の
演
劇
博

物
館
の
左
に
赤
煉
瓦
で
延
べ
三
百
三
坪
の
規
模
で
作
ら
れ
た
。

早
稲
田
大
学
創
立
三
十
五
周
年
式
典
は
大
正
七
年
十
月
に
、
応

用
化
学
実
験
室
の
開
館
式
も
兼
ね
て
行
な
わ
れ
た
が
、
席
上
大
隈

総
長
は
「
こ
こ
に
忘
れ
る
べ
か
ら
ざ
る
人
は
こ
の
大
学
に
応
用
化

学
の
実
験
室
を
こ
し
ら
え
て
下
さ
っ
た
森
村
男
評
で
あ
る
。
役
人

か
ら
寄
付
を
申
し
込
ま
れ
て
も
、
す
ぐ
は
ね
つ
け
て
し
ま
う
が
、

こ
の
学
校
や
そ
の
他
の
教
育
慈
善
団
体
か
ら
申
し
込
ま
れ
る
と
相

5
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当
な
金
を
出
す
。
こ
う
い
う
人
が
ふ
え
る
と
実
業
社
会
も
口
叩
か
良

く
な
る
」
と
、
謝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

応
用
化
学
科
実
験
室
は
豊
明
館
と
名
付
け
ら
れ
、
応
用
化
学
科

の
教
員
室
、
教
室
も
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
建
物
は
そ
の
後
の
雇
災

で
焼
け
た
が
、
「
バ
ラ
ッ
ク
時
代
」
「
九
号
館
時
代
」
を
経
て
現

在
に
至
る
応
用
化
学
科
の
歴
史
は
こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
。

教
授
、
校
舎
(
早
稲
田
キ
ャ
ソ
。
ハ
ス
時
代
)

2創
立
当
時
は
河
合
勇
、
富
井
六
造
両
氏
だ
け
が
教
授
で
、

は
全
部
外
来
講
師
だ
っ
た
。
大
正
七
年
十
一
月
、
河
合
氏
は
辞

任
、
河
合
氏
と
東
大
で
同
級
だ
っ
た
小
林
久
平
氏
が
学
科
主
任
に

な
っ
た
。
小
林
氏
は
そ
の
後
昭
和
十
二
年
ま
で
主
任
を
つ
と
め

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

大
正
九
年
七
月
に
は
武
富
昇
、
山
口
栄
一
両
氏
が
助
教
授
に
任

ぜ
ら
れ
た
。
富
井
教
授
は
同
年
六
月
に
ド
イ
ツ
へ
出
炎
大
正
十

三
年
十
二
月
ま
で
留
学
し
た
。

大
正
十
年
四
月

に
は
、
松
井
元
太

郎
氏
を
教
授
に
迎

え
、
同
十
一
年
に

は
山
内
真
三
雄

氏
、
同
十
二
年
四

月
に
は
山
本
研
一

氏
か
助
教
授
に
、

ま
た
五
月
に
は
小

栗
捨
蔵
氏
を
講
師

に
迎
え
る
な
ど
、

応
用
化
学
科
の
メ
ソ
バ
ー
も
次
第
に
充
実
し
た
大
正
十
三
年
十

月
当
時
、
こ
れ
ら
の
専
任
教
員
に
加
え
、
東
大
か
ら
西
松
唯
一

(
火
薬
学
)
、
永
井
彰
一
郎
(
芳
香
油
)
、
牧
鋭
夫
(
染
料
)
、
亀

山
直
人
(
電
気
化
学
)
な
ど
の
諸
氏
が
来
ら
れ
、
さ
ら
に
鉄
道
省

大
臣
官
房
研
究
所
長
屋
修
吉
(
実
業
)
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
鎌

田
弥
寿
治
(
写
真
)
、
水
産
講
習
所
松
尾
霊
彦
(
皮
革
)
、
大
日
本

人
造
肥
料
会
社
庄
司
務
(
肥
料
)
な
ど
の
諸
氏
も
加
わ
っ
た
。

小
栗
講
師
は
昭
和
二
年
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
同
三
年
八
月
松

井
教
授
は
辞
任
、
講
師
に
な
っ
た
。
武
富
助
教
授
は
昭
和
五
年
六

月
に
教
授
昇
格
、
宇
野
昌
平
、
秋
山
桂
一
両
氏
は
昭
和
四
年
卒
業

と
と
も
に
助
教
授
に
な
り
、
そ
の
後
石
川
平
七
、
村
井
資
長
両

助
教
授
が
加
わ
る
な
ど
陣
容
は
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
た
。

当
時
の
若
い
先
生
の
中
に
は
、
学
校
で
は
詰
め
え
り
の
服
を
着

て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
気
取
ら
な
さ
に
昭
和
二
年
入
学
の
神

原
周
氏
(
昭
和
五
年
卒
業
)

「
こ
れ
が
偉
い
大
学
の
先
生

、

は

か
」
と
驚
い
た
そ
う
だ
。

照
井
総
治
氏
(
昭
和
六
年
卒
業
)
の
思
い
出
で
は
怖
い
先
生
の

代
表
は
松
井
元
太
郎
氏
お
か
し
な
こ
と
や
、
間
違
っ
た
方
法
で

実
験
し
て
い
る
と
、
誰
で
も
怒
鳴
り
つ
け
る
の
で
、
先
生
の
姿
が

み
ぇ
る
と
、
カ
ミ
ナ
リ
が
い
つ
落
ち
る
か
と
皆
緊
張
し
た
も
の
で

あ
る
。
東
京
工
業
大
学
へ
移
ら
れ
て
か
ら
も
、
応
用
化
学
科
の
酸

ア
ル
カ
リ
の
講
義
は
ず
っ
と
統
け
ら
れ
た
が
、
早
口
で
文
献
を
あ

げ
な
が
ら
ド
ソ
ド
ソ
先
へ
進
ん
で
し
ま
う
の
で
、
講
義
二
時
間
分

の
ノ
ー
ト
整
理
に
四
時
間
も
か
か
る
始
末
。

松
井
先
生
に
つ
い
て
は
、
大
友
恒
夫
氏
(
昭
和
十
四
年
卒
業
)

も
「
講
義
の
時
間
に
な
る
と
先
生
が
教
室
の
出
入
口
に
カ
ギ
を
か

け
て
し
ま
う
の
で
、
遅
刻
し
た
学
生
は
入
れ
な
い
。
行
き
所
の
な

い
学
生
が
喫
茶
店
に
た
む
ろ
し
て
い
た
際
、
た
ま
た
ま
警
察
の
不

良
学
生
狩
り
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
」
と
、
先
生
や
そ
の
当
時
を

懐
し
ん
で
い
る
。

小
栗
捨
蔵
先
生
は
カ
ミ
ナ
リ
は
落
と
さ
な
い
が
、
諄
々
と
説
教

さ
れ
る
ヒ
ゲ
の
親
父
だ
っ
た
。

後
に
三
菱
化
成
に
移
ら
れ
た
東
工
試
の
藤
木
経
明
氏
は
、
染
料

の
講
義
に
亀
の
子
の
式
を
黒
板
一
は
い
に
流
れ
る
よ
う
に
書
い
て

学
生
を
驚
か
し
、
高
砂
香
料
の
堀
内
利
器
氏
は
、
極
め
て
文
学
的

な
講
義
だ
っ
た
。
旭
ガ
ラ
ス
の
重
役
、
三
角
愛
三
氏
の
名
講
義
も

学
生
の
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
三
角
氏
に
は
工
場
見
学
の

後
、
横
浜
の
オ
リ
エ
ソ
タ
ル
ホ
テ
ル
で
晩
餐
の
御
馳
走
に
な
る
な

ど
、
講
師
陣
も
多
士
済
々
で
あ
っ
た
。

創
立
当
時
の
教
師
、
建
物
に
つ
い
て
故
小
栗
捨
蔵
教
授
は
会
報

7 6

ほ

カ、

左から
小林久平,武富昇,松井元太郎,富井六造の諸先生



に
つ
ぎ
の
よ
う
に
報

告
さ
れ
て
い
る
。

「
私
が
講
師
に
な

つ
た
の
は
大
正
十
二

年
春
の
こ
と
だ
っ

た
。
当
時
の
応
用
化

学
の
教
室
は
小
林
、

松
井
、
富
井
の
三
教

川

授
武
富
山
口
、

山
本
、
山
内
の
四
助

↓

教
授
と
若
干
名
の
講

師
だ
っ
た
校
舎
は
森
村
豊
明
会
の
寄
付
で
建
て
ら
れ
た
木
骨
煉

瓦
の
建
物
で
、
建
物
の
南
側
は
学
園
を
東
西
に
貫
通
し
て
い
る
公

共
道
路
が
あ
り
、
こ
の
た
め
絶
え
ず
人
や
荷
馬
車
が
通
り
騒
音
が

講
義
の
邪
魔
に
な
っ
た
。
学
生
数
は
二
十
人
も
い
れ
ぱ
多
い
方

で
、
私
の
担
当
し
た
級
は
本
科
生
九
人
、
聴
講
生
の
女
性
一
人
だ

つ
九
」

畑

9

こ
の
建
物
は
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
あ
い
、
薬
品
室

か
ら
発
火
し
て
一
時
問
そ
こ
そ
こ
で
焼
け
落
ち
た
。
当
時
の
学
科

主
任
小
林
久
平
氏
は
、
理
工
学
部
長
山
本
忠
興
氏
に
次
の
よ
う
な

報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
。

「
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
私
は
助
教
授
山
本
研
一
氏
と
実
験

後
昼
食
中
だ
っ
た
。
地
震
で
発
火
し
た
の
を
見
て
消
火
し
よ
う

と
し
た
が
、
し
ぱ
ら
く
は
水
が
な
く
、
消
防
隊
到
着
後
隣
接
の

理
工
科
木
造
大
建
物

へ
の
延
焼
は
食
い
と

め
たし

か
し
、
重
要
書

類
、
試
験
器
具
は
大

部
分
を
取
り
出
せ
な

か
っ
た
。
な
か
で
も

富
井
教
授
が
ド
イ
ツ

か
ら
送
っ
た
本
ニ
コ

ウ
リ
、
私
が
取
り
寄

せ
た
供
試
フ
ロ
リ
ダ
ア
ー
ス
、
テ
レ
ー
産
原
油
の
焼
失
は
残
念
だ

つ
た
」

関
東
大
震
災
に
ょ
り
そ
の
他
の
施
設
で
は
、
学
園
最
古
の
記
念

す
べ
き
建
物
、
大
講
堂
が
崩
壊
、
文
科
教
室
が
傾
斜
、
大
学
外
回

り
の
レ
ソ
ガ
、
鉄
サ
ク
の
へ
い
が
全
壊
す
る
な
ど
学
園
は
大
き
な

損
害
を
受
け
た
。
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ク
リ
ー
ト
の
仮
実
験
室
が
完
成
し
た
。
五
年
後
に
は
本
建
築
を
す

る
と
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
昭
和
十
一
年
ま
で
仮
り
教
室
住
ま
い

が
続
い
た
。

こ
の
仮
教
室
は
鉄
骨
二
階
建
て
延
べ
二
百
二
十
六
坪
、
一
階
に

二
実
験
室
と
四
研
究
室
、
二
階
に
四
実
験
室
と
三
研
究
室
が
あ
っ

た
。
初
め
は
講
義
室
も
あ
っ
た
が
、
学
生
数
が
ふ
ぇ
る
に
つ
れ
、

実
験
室
に
変
更
講
義
は
商
学
部
の
二
教
室
を
借
り
て
、
ま
た
物

理
実
験
、
製
図
は
理
工
学
部
所
属
の
各
室
で
行
な
わ
れ
た
。
田
上

信
氏
(
昭
和
八
年
卒
業
)
は
、

「
仮
実
験
室
は
窓
が
低
く
外
か
ら
室
内
が
よ
く
見
え
た
。
設
備
、

装
置
等
の
不
備
で
、
先
生
方
が
苦
心
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
っ

た
。
た
と
え
ぱ
恒
温
槽
の
ご
と
き
は
大
ぱ
け
つ
、
ま
た
は
酒
だ
る

の
回
り
を
毛
布
で
巻
き
、
熱
源
に
力
ー
.
ホ
ソ
電
球
の
頭
部
を
水
中

に
浸
し
、
電
気
抵
抗
器
は
木
わ
く
に
細
く
切
っ
た
ト
タ
ソ
板
を
張

り
渡
し
て
、
し
か
も
測
定
値
は
十
分
正
確
に
な
る
よ
う
苦
心
し
て

た
」
と
語
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
電
気
抵
抗
器
を
電
気

い科
で
ワ
セ
ダ
レ
オ
ス
タ
ッ
ト
と
命
名
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

関
東
大
震
災
に

よ
る
実
験
室
の
焼

失
後
は
、
採
鉱
冶

金
学
科
の
木
造
実

験
室
や
第
一
高
等

学
院
の
実
験
室
を

借
り
る
な
ど
非
常

に
不
便
し
た
が
、

や
が
て
大
正
十
三

年
、
旧
実
験
室
の

南
側
に
鉄
骨
コ
ソ

震災で焼けた応用化学科

IB
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央
国
の
シ
エ
ー
ク

P
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写
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f

ス
ピ
ア
館
を
模
し

て
作
ら
れ
た
し
ょ

う
酒
な
演
劇
博
物

館
の
真
横
に
あ
っ

て
、
奇
妙
な
対
照

を
な
し
て
い
た
。

、

い
ろ
ん
な
人
が
そ

の
オ
ソ
ボ
ロ
ぶ
り

を
記
憶
し
て
い
る
。
照
井
総
治
氏
(
昭
和
六
年
卒
業
)
の
記
憶
か

ら
ー

「
通
り
に
面
し
た
方
に
は
、
豊
明
会
記
念
応
用
化
学
実
験
室
と
記

し
た
、
大
き
な
大
理
石
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
が
、
肝
心
の
入
口

は
裏
側
で
、
木
の
札
が
ブ
ラ
下
が
っ
て
い
る
だ
け
の
お
粗
末
な

、L

バ
三
ク
建
築
。
事
務
室
ら
し
い
と
こ
ろ
の
前
の
廊
下
に
時
間
割

一
挙
に
四
十
名
台
に
な
っ
た
た
め
、
収
容
能
カ
ギ
リ
ギ
リ
一
ぱ
い

で
、
教
室
は
ま
さ
に
ハ
ソ
ク
寸
前
だ
っ
九
。

そ
う
し
た
こ
と
も
、
新
築
を
う
な
が
し
た
の
だ
ろ
う
。
昭
和
十

年
九
月
、
い
よ
い
よ
応
用
化
学
教
室
の
本
建
築
始
ま
っ
九
。
鉄

筋
コ
ソ
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
四
階
地
下
一
階
延
べ
千
十
七
坪
の
規

0

模
で
あ
る
。
地
下
に
マ
イ
ナ
ス
即
C
 
の
大
型
の
低
温
恒
温
槽
、

屋
上
に
臭
ガ
ス

室
、
 
X
線
室
分

光
器
室
、
元
素
分

析
室
等
を
置
い
た

の
は
、
当
時
と
し

一

r

,
,

て
は
最
新
の
考
え

方
で
あ
り
、
日
本

、
゛

最
高
の
設
備
で
あ

1

つ
た
。
建
築
費
の

一
部
は
や
は
り
豊

イ

明
会
の
寄
付
を
受

こ
の
狭
い
粗
末

け
た昭

和
卜
一
年

十
一
月
一
日
に

最

は
竣
工
披
露
の

会
を
開
い
た
。

午
前
中
は
校

賓
、
午
後
は
化

学
工
業
に
関
係

の
あ
る
学
者
、

実
業
家
を
船
招

き
し
た
。
校
舎

の
明
る
い
こ
と
、
室
内
の
整
然
と
し
て
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

排
気
換
気
の
行
き
と
ど
い
て
い
る
こ
と
、
特
殊
研
究
室
の
多
い
こ

と
な
ど
が
特
に
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

夜
は
教
室
一
同
、
来
観
の
卒
業
生
、
学
生
が
内
幸
町
大
阪
ビ
ル

レ
イ
ソ
ボ
ー
・
グ
リ
ル
で
祝
賀
懇
談
会
を
開
い
た
。
卒
業
生
の
出

席
が
多
数
あ
り
、
総
出
席
者
数
百
五
十
五
名
、
応
用
化
学
科
の
万

高
(

,
長

が
は
り
つ
け
て
あ
っ
た
。
に
わ
か
雨
で
も
降
る
と
雨
水
が
周
囲
か

ら
流
れ
込
ん
で
く
る
ほ
ど
の
床
の
低
さ
で
あ
り
、
二
階
は
実
験
台

の
重
み
で
床
が
垂
れ
下
が
り
、
揺
れ
る
甲
板
を
歩
く
よ
う
で
あ
っ

た
。
天
井
は
低
く
て
壁
は
セ
メ
ソ
ト
漆
食
、
窓
は
少
な
く
、
そ
の

ガ
ラ
ス
は
量
っ
て
し
ま
っ
て
青
空
な
ど
は
見
え
な
い
。
文
字
通
り

夏
暑
冬
寒
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
近
年
で
は
ど
こ
に
も
見

当
た
ら
な
い
よ
う
な
建
物
だ

つ
た
が
、
三
年
問
も
お
世
話

に
な
る
と
懐
し
い
思
い
出
の

建
物
と
な
り
、
郷
愁
を
感
じ

る
の
は
小
生
だ
け
で
あ
る
ま

旧
制
一
四
回
生
ま
で
は
学

生
数
二
十
名
前
後
だ
っ
た
の

一
五
、
一
六
回
生
は
三
十

1名
前
後
、
一
七
回
生
だ
け
は

1 1,

,(ぐξξff
'、 1
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歳
を
高
唱
し
て
午
後
九
時
こ
ろ
散
会
し
た
。

ま
た
十
一
月
三
日
に
は
校
友
会
秋
期
大
会
が
大
隈
会
館
庭
園
で

開
か
れ
た
の
を
機
会
に
新
築
教
室
を
公
開
し
た
が
、
参
観
者
数
は

午
前
中
だ
け
で
百
名
余
、
午
後
に
な
っ
て
も
そ
の
足
は
止
ま
ず
、

累
計
三
百
人
を
数
え
る
ほ
ど
で
教
室
の
一
同
を
面
食
ら
わ
せ
た
。

中
岡
敏
雄
氏
(
昭
和
十
二
年
卒
業
)
は
、

「
今
ま
で
の
求
口
家
に
比
べ
る
と
、
さ
な
が
ら
月
と
ス
ッ
飛
ソ
の

相
違
だ
っ
た
。
よ
く
も
ま
あ
、
こ
れ
ほ
ど
の
荷
物
が
、
あ
の
狭
い

ツ
ク
に
納
ま
っ
て
ぃ
た
も
の
と
感
心
し
た
が
、
と
も
か
く
立

フ

派
な
建
物
に
移
っ
た
気
分
は
極
め
て
満
足
だ
っ
た
し
、
自
分
た
ち

の
立
場
が
高
め
ら
れ
た
感
じ
さ
え
し
た
。
だ
が
反
面
そ
れ
ま
で

の
バ
ラ
,
ク
が
あ
ま
り
に
も
狭
い
が
た
め
の
、
ひ
ざ
つ
き
合
わ
せ

た
親
密
感
や
一
体
感
が
薄
ら
い
で
い
く
よ
う
な
さ
み
し
い
気
持
も

確
か
に
あ
っ
た
」
と
、
成
長
の
喜
び
と
悲
し
み
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
独
得
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ふ
ん
囲
気
を
か
も
し
出

し
、
新
入
生
に
は
い
よ
い
よ
大
学
へ
来
た
と
い
う
緊
張
感
を
抱
か

せ
た
。
長
い
間
応
用
化
学
教
室
と
し
て
愛
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十

二
年
理
工
学
部
移
転
に
伴
っ
て
内
部
は
改
造
さ
れ
、
現
在
は
国
際

部
と
し
て
外
人
学
生
が
使
用
し
て
い
る
。

学
生
生
活
(
戦
前
・
戦
中
)

3第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
大

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
は
激
動
と
不
安
定
の
時
代
だ
っ
た
。
日
本

の
経
済
や
産
業
は
拡
大
、
発
展
を
続
け
た
も
の
の
激
し
い
起
伏
が

み
ら
れ
、
左
翼
思
想
の
洗
礼
を
受
け
た
学
生
の
中
に
は
、
実
践
運

動
に
乗
り
出
す
者
も
い
た
。
昭
和
五
年
ご
ろ
行
な
わ
れ
た
早
稲
田

車
庫
の
ス
ト
は
応
化
の
学
生
が
指
導
、
検
挙
さ
れ
た
学
生
を
武
富

教
授
が
も
ら
い
下
げ
に
歩
い
た
。
時
代
は
さ
か
の
ぽ
る
が
、
労
働

運
動
で
有
名
な
高
野
実
氏
も
、
か
つ
て
は
わ
が
科
に
在
学
、
退
学

処
分
を
受
け
て
い
る
。
正
常
に
卒
業
し
て
い
れ
ぱ
、
三
、
四
回
生

あ
た
り
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
十
二
年
七
月
、
日
華
事
変
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
前
後
高

田
牧
舎
で
文
科
系
の
教
授
が
「
こ
れ
で
は
ま
る
で
全
体
主
義
国
家

へ
の
移
行
で
は
な
い
か
と
、
忌
揮
の
な
い
時
局
批
評
を
し
て
い

た
の
を
春
日
井
佐
太
郎
氏
(
昭
和
十
三
年
卒
業
)
は
見
聞
、
「
さ

す
が
自
由
の
早
稲
田
だ
と
思
っ
た
と
の
印
象
を
憶
え
て
い
る
。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
な
や
か
な
こ
ろ

の
経
済
は
世
界
的
な
動
向
を
反
映
し
て
慢
性
不
況
の
状
態
を
統
け

た
。
物
価
は
大
正
九
年
か
ら
昭
和
六
年
ま
で
下
げ
統
け
た
が
、
こ

一

ノ
一

れ
は
明
治
以
来
初
め
て
の
長
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
企
業
の
倒
産

や
吸
収
合
併
も
相
次
い
だ
。
会
社
が
危
機
を
脱
す
る
の
に
船
船
わ

ら
わ
の
た
め
、
卒
業
し
て
も
就
職
先
が
な
い
と
い
う
惨
状
だ
っ

、し

ナ

武
富
教
授
の
器
で
は
、
昭
和
四
年
か
ら
十
年
ご
ろ
が
非
常
な

就
職
難
、
応
用
化
学
科
教
授
大
坪
義
雄
氏
は
昭
和
七
年
卒
の
第
一

.

早稲田車庫(大正M年頃)

神楽坂下(大正N年頃)
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二
回
生
だ
が
「
十
六
名
の
卒
業
生
中
、
学
校
で
紹
介
し
て
く
れ
た

の
は
た
っ
た
の
一
人
。
そ
の
他
の
連
中
は
自
分
で
仕
事
を
探
さ
な

く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
0

満
州
事
変
以
後
の
財
政
支
出
の
拡
大
を
き
っ
か
け
に
景
気
は
拡

大
に
向
か
い
、
軍
需
産
業
を
中
心
に
、
産
業
は
に
わ
か
に
活
気
を

と
り
も
ど
し
た
。
不
況
の
底
は
世
界
的
に
は
昭
和
八
年
だ
が
、
わ

が
国
の
回
復
は
早
く
、
こ
れ
ま
で
無
配
、
赤
字
を
続
け
て
き
た
企

業
が
拡
張
に
乗
り
出
し
た
。
旧
制
一
八
回
春
日
井
氏
は
「
私
は
昭

和
七
年
学
院
理
科
へ
入
学
、
応
化
卒
が
十
三
年
だ
が
、
一
、
二
年

先
輩
か
ら
就
職
事
情
が
良
く
な
り
だ
し
た
よ
う
で
あ
る

と
追
憶

す
る
。工

業
界
は
活
況
時
代
に
は
い
り
、
応
用
化
学
科
を
志
望
す
る
学

生
数
も
ふ
え
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
応
用
化
学
科
の
新
校
舎
が

完
成
し
た
の
で
あ
る
。
戦
争
へ
の
傾
斜
と
新
校
舎
の
完
成
が
応
用

化
学
科
を
活
気
づ
け
た
。
井
上
勇
氏
(
昭
和
十
五
年
卒
業
)
は
、

「
昭
和
十
年
代
の
前
半
は
、
早
大
応
用
化
学
科
の
一
つ
の
高
揚
期

だ
っ
た
」
と
回
想
す
る
。

小
林
教
授
の
も
と
に
築
か
れ
て
き
た
応
化
の
教
室
が
形
を
整

え
、
中
堅
の
富
井
、
小
栗
、
武
富
、
山
口
諸
先
生
の
下
で
山
本
、

宇
野
、
秋
山
諸
先
生
が
少
壮
研
究
者
と
し
て
、
さ
か
ん
に
学
会
活

動
を
行
な
い
、
服
部
報
公
会
、
学
士
院
な
ど
か
ら
多
く
の
研
究
費

を
得
て
ぃ
た
。
レ
イ
ソ
ボ
ー
・
グ
リ
ル
に
集
ま
る
O
B
、
教
授
、

学
生
の
応
用
化
学
会
メ
ソ
バ
ー
は
生
気
に
満
ち
、
原
達
一
、
神
原

周
、
平
野
静
夫
氏
ら
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩
の
覇
気
に
溢
れ
た

議
論
は
、
学
生
た
ち
を
強
く
鼓
舞
し
た
。

一
方
、
社
会
は
一
歩
一
歩
戦
争
の
方
向
へ
進
み
、
旧
制
一
八
回

の
就
職
先
は
時
局
を
反
映
し
て
、
軽
金
属
、
石
油
関
係
が
比
較
的

多
か
っ
た
そ
し
て
、
次
の
一
九
期
の
卒
業
の
年
、
昭
和
十
四
年

か
ら
は
就
職
の
切
符
制
が
実
施
さ
れ
た
。
学
生
は
割
り
当
て
を
受

け
た
企
業
に
し
か
就
職
を
許
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
、
卒
業
生
の
将
来

に
微
妙
な
影
を
落
と
し
た
。

一
九
期
生
は
低
と
ん
ど
が
財
閥
系
、
官
営
系
に
割
り
当
て
ら
れ
、

二
0
期
生
は
新
興
軍
需
会
社
、
満
州
関
係
に
多
く
は
い
っ
た
0

こ
の
た
め
、
戦
後
外
地
か
ら
加
っ
た
一
九
期
生
の
多
く
は
元
の

会
社
に
一
戻
れ
た
が
、
二
0
期
生
で
は
戻
る
場
所
も
な
く
、
苦
闘
し

て
自
立
の
道
を
築
い
て
い
る
老
が
多
い
。
一
九
期
生
は
ひ
さ
し

会
、
二
0
期
生
は
た
い
ら
会
を
作
っ
て
い
る
。
小
林
久
平
先
生
の

お
名
前
を
分
け
合
っ
た
こ
の
期
の
人
た
ち
が
、
イ
バ
ラ
の
道
を
歩

み
な
が
ら
も
、
今
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
高

揚
期
の
学
生
時
代
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

昭
和
十
年
代
の
学
生
生
活
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
軍
事
教
練

で
あ
る
。
教
練
そ
の
も
の
は
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
戦

時
体
制
の
強
化
に
と
も
な
い
昭
和
十
一
年
ご
ろ
か
ら
、
軍
事
教
練

の
強
制
が
き
び
し
く
な
っ
た
。
阿
倍
通
夫
氏
(
昭
和
十
五
年
卒

業
)
の
記
憶
で
は
、
毎
週
乍
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
、
大
学
近
く

の
戸
山
町
に
あ
る
近
衛
連
隊
(
現
在
の
女
子
学
習
院
、
戸
山
高
校
)

に
出
か
け
た
り
、
ま
た
千
葉
県
の
習
志
野
、
富
士
の
裾
野
で
も
演

習
し
た
。
田
中
甫
氏
(
昭
和
二
十
一
年
卒
業
)
は
、
富
士
山
麓
や

習
志
野
、
軽
井
沢
で
演
習
し
発
憶
が
あ
る
と
い
う
。
新
入
生
に

改
ま
っ
た
敬
礼
を
さ
れ
て
面
喰
ら
っ
た
先
牛
も
粘
ら
れ
た
。

一
、
二
回
生
の
こ
ろ
か
ら
野
球
は
さ
か
ん
だ
っ
た
。
午
後
に
な

る
と
実
験
を
さ
ぽ
り
、
安
部
球
場
と
応
化
実
験
室
の
問
の
空
地
で

よ
く
野
球
を
や
っ
た
と
い
う
。

東
大
、
蔵
前
、
早
稲
田
三
校
応
用
化
学
科
の
交
歓
野
祭
始
ま

つ
た
の
は
昭
和
八
年
。
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
交
渉
は
な
か
っ
た

か
、
同
じ
道
を
歩
む
者
同
士
、
何
か
い
い
機
会
を
持
ち
た
い
と
、

学
生
た
ち
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
学
校
側
の
援
助
を
得
て
昭
和
八

年
十
月
、
蔵
前
の
グ
ラ
ソ
ド
で
初
試
合
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
か
ら

毎
春
秋
、
二
回
の
試
合
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

堀
米
耕
平
氏
(
昭
和
十
年
卒
業
)
は
、
由
良
泰
夫
、
川
田
恒
雄

両
氏
(
昭
和
九
年
卒
業
)
と
交
歓
野
球
を
推
進
し
た
一
人
だ
が
、

「
こ
の
野
球
を
通
し
て
東
大
、
東
工
大
の
人
た
ち
と
友
人
に
な
れ

て
大
変
良
か
っ
た
」
と
懐
し
ん
で
い
る

野
球
に
因
縁
の
あ
る
工
。
ヒ
ソ
ー
ド
で
は
、
昭
和
八
年
十
月
の
早

慶
戦
で
両
校
応
援
団
が
衝
突
乱
闘
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
水
原
選

手
の
り
ソ
ゴ
事
件
」
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
り
ソ
、
コ
を
投
げ
た
の

か
、
東
正
夫
氏
(
昭
和
十
二
年
卒
業
)
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

、
、
、
、

る
0

゛
、
、

15
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篠
原
功
教
授
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
十
年
四
月
。
在
学
中
に

ニ
.
一
ナ
事
件
が
起
こ
り
、
続
い
て
日
華
事
変
が
勃
発
し
た
0
 
世

情
は
騒
然
と
し
て
い
た
が
、
ま
だ
大
正
ム
ー
ド
も
残
る
、
今
か
ら

考
え
る
と
の
ん
び
り
し
た
時
代
だ
っ
た
と
い
う
0

六
大
学
野
球
、
早
慶
戦
の
全
盛
時
代
で
、
早
慶
戦
前
日
は
練
習

を
見
に
き
た
人
で
戸
塚
グ
ラ
ソ
ド
の
ス
タ
ソ
ド
は
一
.
は
い
に
な

り
、
グ
ラ
ソ
ド
横
の
坂
は
自
転
車
で
埋
ま
っ
た
。
慶
応
で
は
宮

武
、
水
原
、
山
下
ら
、
早
稲
田
で
は
三
原
、
伊
丹
、
小
川
ら
の
名

選
手
が
輩
出
し
て
い
た
。

中
野
の
哲
学
堂
へ
野
球
、
テ
ニ
ス
な
ど
に
出
か
け
た
思
い
出
括

も
、

こ
の
こ
ろ
の
卒
業
生
の
口
の
端
に
ょ
く
あ
が
る
0

女
子
学
生
は
現
在
で
は
珍
し
く
な
い
が
、
第
一
号
は
大
正
末
期

に
二
回
生
と
一
緒
に
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
し
た
田
村
美
代
子
さ

ん
。
紅
一
点
で
お
お
い
に
関
心
を
集
め
た
も
の
だ
っ
た
0
 
弌
回
生

に
は
浅
居
ち
か
さ
ん
(
理
学
博
士
)
が
船
ら
れ
た
が
、
最
近
で
は

優
秀
な
女
子
学
生
が
毎
年
二
、
三
名
く
ら
い
在
籍
し
て
い
る
0

小
林
教
授
の
二
十
余
年

4応
用
化
学
科
五
十
年
の
歴
史
の
中
で
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

の
は
大
正
七
年
か
ら
、
昭
和
十
二
年
の
初
め
ま
で
、
足
か
け
二
十

年
に
か
け
て
学
科
主
任
を
つ
と
め
た
小
林
久
平
教
授
で
あ
る
0

小
林
教
授
の
主
任
就
任
後
、
間
も
な
く
早
稲
田
大
学
は
専
門
学

校
令
に
ょ
る
大
学
か
ら
新
大
学
令
に
ょ
る
大
学
に
昇
格
、
在
学
年

限
も
国
立
、
公
立
と
同
じ
に
な
っ
た
。
ま
た
、
在
任
期
間
中
に

は
、
関
東
大
震
災
に
ょ
る
応
用
化
学
科
実
験
室
の
焼
失
と
仮
実
験

室
の
建
設
、
昭
和
十
二
年
の
本
建
築
完
成
な
ど
研
究
、
教
育
の
区

切
り
と
な
る
重
要
課
題
が
あ
っ
た
。
小
林
教
授
は
こ
れ
ら
を
、
同

僚
、
学
生
、
卒
業
生
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
解
決
、
そ
の
間
、

早
稲
田
応
用
化
学
会
を
発
足
さ
せ
る
な
ど
、
早
大
応
用
化
学
科
発

展
の
基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

小
林
教
授
は
明
治
三
十
三
年
東
大
応
化
を
卒
業
大
学
院
に
数

年
残
っ
た
が
、

そ
の
後
幾
つ
か
の
会
社
を
経
て
早
大
応
化
の
主
任

に
就
任
、
主
任
辞
任
後
を
含
め
二
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
応

用
化
学
科
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
。

戦
時
中
ま
で
の
卒
業
生
は
、
早
稲
田
の
応
用
化
学
科
と
い
う
と
、

す
ぐ
度
の
強
い
眼
鏡
を
か
け
た
小
林
久
平
先
生
の
姿
か
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
あ
る
。

照
井
総
治
氏

(
昭
和
六
年
卒

業
)
は
、

「
謹
厳
な
小
林
先

生
は
目
が
不
自
由

な
の
に
ょ
く
書
き

物
を
さ
れ
、
講
義

も
親
切
で
、
工
場

体
験
か
ら
に
じ
み

出
た
よ
う
な
エ
ッ

セ
ソ
ス
を
ト
ツ
ト

ツ
と
話
さ
れ
九
。

先
生
の
ノ
ー
ト
を
の
ぞ
い
た
ら
大
き
な
字
が
二
0
字
く
ら
い
で
一

ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
そ
れ
に
顔
を
埋
め
る
よ
う
に

し
て
講
義
を
続
け
ら
れ
る
姿
は
痛
ま
し
く
も
あ
る
が
、
そ
の
執
念

に
た
だ
敬
意
を
捧
げ
る
だ
け
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。

研
究
は
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
酸
性
白
士
と
石
油
、
泥
炭
に
終

何
で
も
酸
性
白
士
と
関
係
を
つ
け
た
ー
と
そ
の
熱
心
さ
か

、

女今
も
語
り
ぐ
さ
に
な
っ
て
い
る
。

小
林
教
授
の
功
績
を
賛
え
る
退
職
'
念
の
催
し
が
昭
和
十
七
年

二
月
十
五
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
大
宴
会
場
で
開
か
れ
た
小
林
教
授

の
後
任
の
応
化
主
任
小
栗
教
授
の
発
意
、
山
蔀
一
教
授
の
司
会

で
百
五
十
九
人
が
集
ま
り
、
会
は
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
二
時
過

ぎ
ま
で
続
い
た
。
九
州
帝
大
名
誉
教
授
西
川
虎
吉
氏
、
京
都
帝
大

教
授
喜
多
源
逸
氏
、
東
京
帝
大
教
授
亀
山
直
人
氏
、
早
大
教
授
内
藤

多
仲
氏
、
早
大
応
化
助
教
授
秋
山
桂
一
氏
、
東
京
工
大
助
教
授
神
原

周
氏
ら
が
祝
辞
を
の
べ
、
小
林
先
生
の
船
人
柄
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
の
大
ニ
ユ
ー
ス
が
発
表
さ
れ
、

参
会
者
の
気
分
を
一
段
と
高
め
る
な
ど
気
持
の
い
い
記
念
会
で
あ

0.

小林先生還暦祝賀会(上野精養軒,昭和10年5月Ue)



つ
こ
0山

本
名
誉
教
授
は
、
月
刊
繋
化
学
の
日
本
の
化
学
を

築
し
た
人
々
」
の
な
か
で
、
小
林
先
生
が
若
い
人
々
に
は
、
も
う

「
伝
説
」
の
人
と
な
っ
て
い
る

と
、
教
授
を
次
の
よ
う
に
紹

介
し
て
い
る
。

「
小
林
先
生
の
人
と
な
り
を
一
一
言
で
言
え
ぱ
、
先
生
こ
そ
い
わ

ゆ
る
根
性
の
人
で
あ
っ
た
と
思
う
。
先
生
は
四
十
代
の
中
ご
ろ
か

ら
学
問
、
研
究
を
再
開
さ
れ
て
、

多
く
の
学
術
論
文
や
著
作
を
発

表
さ
れ
た
。
先
生
は
兆
子
様
に
も
恵
ま
れ
ず
、
趣
味
、
娯
楽
と
い

う
ほ
ど
の
も
の
も
な
く
、

そ
の
生
涯
を
研
究
と
教
育
と
学
会
活
動

に
そ
の
情
熱
を
か
け
ら
れ
た
。
先
生
の
研
究
は
郷
士
、
越
後
の
関

係
で
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
に
天
産
す
る
酸
性
白
士
と
石
油
に
、

戦
時
中
は
草
炭
(
泥
炭
)
の
基
礎
と
応
用
の
研
究
に
、
ま
た
そ
の

工
業
化
に
ま
で
打
ち
込
ま
れ
た
。

そ
し
て
研
究
成
果
の
発
表
に
止

ま
ら
ず
、
同
学
者
の
文
献
も
丹
念
に
紹
介
し
た
『
酸
性
白
土
』

『
石
油
船
よ
ぴ
そ
の
工
業
』
『
人
造
石
油
』
『
草
炭
』
な
ど
を
出

版
さ
れ
た
。
晩
年
に
至
っ
て
失
明
に
近
い
視
力
で
、
な
お
そ
小
躯

に
鞭
う
た
れ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
改
版
、
校
正
に
励
ま
れ
た
先
生
の

姿
に
は
、
今
な
船
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
」

そ
の
研
究
は
現
在
の
眼
で
見
れ
ぱ
初
歩
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か

も
会
れ
な
い
し
か
し
、
そ
の
当
時
の
わ
が
国
の
応
用
化
学
の
分

野
で
は
、
他
の
大
学
に
比
べ
て
、
決
し
て
ひ
け
を
と
る
も
の
で
は

な
力
っ
九

講
義
の
な
い
と
き
で
も
午
前
八
時
十
五
分
に
は
学
校
に
現
わ
れ

た
大
坪
教
禁
学
生
当
時
実
験
室
に
い
っ
て
み
る
と
、
誰
か
し

き
り
に
雑
巾
が
け
を
し
て
い
る
。
見
る
と
小
林
先
生
で
、
実
験
室

が
汚
い
と
い
う
大
坪
教
授
が
急
い
で
手
伝
お
う
と
t
る
と
、
小

林
先
生
は
雑
巾
バ
ケ
ッ
で
背
広
の
そ
で
を
ぬ
ら
し
な
が
ら
も
、

「
自
分
で
や
る
か
ら
手
を
出
す
な
」
と
手
を
休
め
な
い
0

思
い
た

つ
と
止
ま
ら
な
い
ー
そ
う
い
う
激
し
い
気
性
の
方
だ
っ
た
0

厳
し
い
反
面
沢
山
の
学
生
の
一
人
一
人
を
よ
く
憶
え
て
指
導

さ
れ
、
教
育
者
と
し
て
も
立
派
な
方
で
あ
っ
た
0

昭
和
二
十
九
年
二
月
七
日
、
小
林
名
誉
教
授
は
逝
去
さ
れ
た
0

ご
遺
族
は
香
典
四
十
万
円
を
教
室
へ
寄
付
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
後

の
校
友
の
寄
付
も
集
め
て
小
林
'
念
基
金
を
作
り
、
教
室
の
研
究

費
の
補
助
と
し
て
、
現
在
も
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
。
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高
ま
る
応
化
の
重
要
性

1

教
室
、
卒
業
生
、
学
生
を
結
ぶ
早
稲
田

応
用
化
学
会

私
学
は
国
立
と
違
い
、
国
家
の
庇
護
を
受
け
ず
、
い
や
で
も
自

立
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
た
め
、
学
校
側
と
在
学
生
、
卒

業
生
の
.
一
一
者
は
自
衛
上
、
い
わ
ゆ
る
運
命
共
同
体
と
し
て
協
力
せ

ざ
る
を
得
な
い
宿
命
に
あ
る
。
在
学
期
問
は
わ
ず
か
に
数
年
に
過

ぎ
な
い
が
、
わ
が
応
用
化
学
科
で
は
早
稲
田
応
用
化
学
会
が
校

友
、
教
室
、
在
学
生
の
三
者
を
結
び
、
学
術
雑
誌
と
し
て
の
早
稲

田
応
用
化
学
会
報
を
発
行
し
て
来
た
。

ス
タ
ー
ト
は
大
正
十
一
年
ご
ろ
に
学
生
が
発
起
し
て
学
科
内
輪

の
発
会
式
を
行
な
っ
た
が
、
大
正
十
二
年
五
月
、
他
学
科
か
ら
も

諸
先
生
方
を
お
招
き
し
、
正
式
の
創
立
総
会
を
恩
賜
黒
館
教
室

火
璽
伽
、
ち
岩
劫
景

王
十
'
亭
・
七
"
杓

誌

赫
梨
●
,
山
.
J
V
ノ
エ

粛
営
學

数
名
に
付
き
添
い
て
北
陸
、
関
西
お
よ
ぴ
九
州
の
化
学
工
業
会
社

を
見
学
せ
ん
が
た
め
な
り
。
:
・
・
:
」
と
あ
る
。
旅
行
記
は
四
月
二

日
の
旭
ガ
ラ
ス
見
学
で
終
わ
っ
て
船
り
、
戦
前
か
ら
戦
後
初
め
に

か
け
て
人
気
の
あ
っ
た
見
学
旅
行
を
し
の
ぱ
せ
る
。

ま
た
、
大
震
災
で
研
究
資
料
、
試
験
器
具
な
ど
が
灰
じ
ん
と
帰

し
た
の
を
機
に
、
研
究
材
料
と
試
験
器
具
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
の

応
用
化
学
後
援
会
の
設
立
趣
旨
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
後
援
会
は
発
足
後
間
も
な
く
応
化
会
に
合
併
さ
れ
た
。

戦
前
の
応
化
会
で
懐
し
い
の
は
、
内
幸
町
大
阪
ビ
ル
地
階
レ
イ

ソ
、
ホ
ー
・
グ
リ
ル
で
の
例
会
で
あ
る
。
大
坪
教
授
の
、
記
憶
で
は
昭

和
四
年
に
は
、
す
で
に
レ
イ
ソ
ボ
ー
の
例
会
は
開
か
れ
て
い
た
。

昭
和
八
年
四
月
の
応
化
会
報
に
は
レ
イ
ソ
ボ
ー
・
グ
リ
ル
で
の
臨

時
役
員
会
例
会
の
模
様
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
っ
て
い
る
。

「
第
二
二
回
、
昭
和
七
年
十
一
月
七
日
レ
イ
ソ
ボ
ー
・
グ
リ
ル

に
て
開
催
す
。
出
席
者
は
三
十
名
、
第
五
回
卒
業
の
小
倉
正
照
氏

(
印
刷
局
)
が
『
ス
タ
ソ
ド
油
の
製
造
法
の
変
遷
に
就
て
』
と
題

し
て
講
演
さ
る
。
豊
富
な
材
料
を
以
て
詳
細
な
説
明
を
し
て
下
さ

属

叉
0
生
攻
忙
就
て

盆
釦
卑
阿

柚

早
稻
田
應
用
化
、
會

ー
ー

輩
に
昇
.
器
一
件

,
卸 丘

で
盛
大
に
行
な
っ
た
。

会
報
も
大
正
十
二
年
九
月
発
刊
の
準
備
を
進
め
て
い
た
と
こ

、し

ろ
、
関
東
大
震
災
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
論
文
も
あ
り
、
復
興
に

追
わ
れ
て
当
分
は
編
集
会
議
ど
こ
ろ
で
な
く
、
大
正
十
三
年
七
月

に
な
っ
て
会
報
第
一
号
の
発
刊
を
み
て
い
る
。

内
容
は
山
本
研
一
氏
ら
の
学
術
論
文
の
他
に
、
雑
録
と
し
て
山

口
教
授
の
見
学
旅
行
の
記
が
掲
載
に
な
っ
て
い
る
。

「
三
月
二
十
四
日
。
晴
、
午
後
九
時
半
上
野
発
、
三
学
年
生
十

」
羊
と

'
 
0
 
史土

本

リ

飯
択
貞

*
野
般
厳

抑
山
秀
酋

一
鹽

れ
、
吾
々
は
興
味
深
く
拝
聴
す
る
こ
と
を
得
た
り
」

鎮
目
達
雄
氏
(
昭
和
十
一
年
卒
業
、
棚
橋
幹
一
氏
(
昭
和
十

二
年
卒
業
)
が
在
学
中
だ
っ
た
昭
和
十
年
前
後
、
例
会
は
毎
月
六

日
に
レ
イ
ソ
ボ
ー
・
グ
リ
ル
で
開
か
れ
、
学
生
は
特
別
会
費
で
参

加
を
許
さ
れ
た
。
教
師
ゲ
ス
ト
、
 
O
B
が
主
メ
ソ
バ
ー
で
必
ず

講
演
が
あ
り
、
洋
食
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
出
た
。
学
生
は
特
別
会
費

レノ

と
は
い
え
一
円
程
度
の
負
担
で
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
金
額

だ
っ
た
と
い
う
0

桑
原
幸
二
郎
氏
(
昭
和
十
一
年
卒
業
)
は
弌
日
会
に
つ
い
て
「
新

聞
で
学
校
紛
争
の
記
事
を
見
る
た
び
に
、
思
い
出
さ
れ
る
の
が
往

年
の
六
日
会
の
こ
と
で
、
今
こ
の
よ
う
な
会
合
が
あ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
日
ご
ろ
は
怖
い
よ
う

な
先
生
方
も
、
こ
の
日
ぱ
か
り
は
な
ん
と
な
く
親
し
み
易
く
、
ま

る
で
親
父
か
兄
貴
の
よ
う
な
気
分
で
気
楽
に
話
が
で
き
、
と
き
に

は
先
生
の
講
義
の
批
判
ま
で
し
て
周
囲
を
ヒ
ャ
ヒ
ャ
さ
せ
九
こ
と

も
あ
る
。
こ
ん
な
と
き
で
も
先
生
や
先
輩
は
、
な
ん
ら
激
す
る
こ

と
も
な
く
、
懇
切
に
答
え
て
く
れ
た
」
と
思
い
出
し
て
い
る
。
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ま
た
、
春
日
井
佐
太
郎
氏
(
昭
和
十
三
年
卒
業
)
は
「
先
輩
、

後
輩
が
接
触
す
る
良
い
チ
ャ
ソ
ス
だ
っ
た
。
現
在
こ
う
い
う
会
合

か
な
い
の
が
残
念
」
と
。
大
友
恒
夫
氏
(
昭
和
十
四
年
卒
業
)
も

「
当
時
は
学
生
だ
っ
た
が
六
日
会
へ
出
席
す
る
こ
と
で
何
だ
か
大

人
の
世
界
に
初
め
て
一
歩
を
踏
み
入
れ
た
と
い
う
感
想
を
持
っ

、し

た
当
時
は
肝
付
さ
ん
が
貴
族
院
の
少
壮
議
員
と
し
て
張
り
切
っ

て
い
て
、
六
日
会
で
も
い
ろ
ん
な
話
を
聞
か
さ
れ
た
の
が
懐
し

く
、
印
象
に
残
る
思
い
出
」
と
語
っ
て
い
る
0

そ
の
他
、
当
時
を
知
る
人
の
多
く
が
畢
生
、
 
O
B
の
数
が
ふ

え
た
が
、
も
う
一
度
や
っ
て
み
た
い
集
ま
り
と
異
口
同
音
に
懐

し
ん
で
い
る
。

六
日
会
が
盛
会
だ
っ
九
理
由
に
つ
い
て
、
一
六
回
生
桑
原
氏
に

は
次
の
よ
う
な
思
い
出
が
あ
る
。

あ
る
と
き
ク
ラ
ス
会
の
席
だ
っ
た
と
思
う
が
、
小
林
先
生
が

「
わ
が
応
用
化
学
科
は
創
立
後
未
だ
歴
史
か
浅
く
東
大
に
は
や
や

劣
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
大
学
に
は
絶
対
負
け
な
い
も
の
と

確
信
し
て
船
る
。

あ
と
は
諸
君
が
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
、
大
い

た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
が
昭
和
十
五
年
一
月
に
日
米
通
商
条
約
を
廃

棄
し
、
石
油
、
く
ず
鉄
の
輸
出
禁
止
の
構
え
を
と
っ
た
こ
と
も
石

油
会
社
の
強
化
を
促
進
し
た
。

そ
の
結
果
中
小
会
社
は
日
本
石
油
、
昭
和
石
油
、
丸
善
石

油
、
大
協
石
油
に
整
理
統
合
さ
れ
、
以
上
の
各
社
に
三
菱
石
油
、

東
亜
燃
料
工
業
、
興
亜
石
油
、
日
本
鉱
業
を
加
え
た
八
社
に
戦
時

石
油
産
業
は
集
約
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
の
勃
発
で
石
油
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
高
ま
り
、

早
稲
田
大
学
は
昭
和
十
七
年
十
凡
応
用
化
学
科
内
に
石
油
分
科

(
十
八
年
四
月
石
油
工
学
科
と
改
称
)
を
設
け
九
。
こ
の
年
日
本

軍
は
ヤ
ニ
ラ
を
占
領
、
、
ソ
ソ
ガ
ホ
ー
ル
を
落
と
し
た
が
、
八
月
に

は
米
軍
が
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
睦
ソ
ロ
モ
ソ
海
戦
が
行
な
わ

れ
る
な
ど
、
戦
局
に
転
機
の
き
ざ
し
が
み
え
た
こ
ろ
で
あ
る
。
戦

時
体
制
下
、
上
級
学
校
の
修
了
ま
た
は
卒
業
期
は
九
月
末
と
な
っ

て
い
た
。

に
業
績
を
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
だ
け
だ
」
と
い
わ
れ
た
0

当
時
は
、
創
立
後
十
年
余
り
し
か
た
っ
て
お
ら
ず
、
卒
業
生
の

教
授
も
一
人
も
い
な
か
っ
た
状
態
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
先
生
方

も
卒
業
生
も
学
生
も
、
な
ん
と
か
応
用
化
学
科
を
り
つ
。
は
な
も
の

に
し
よ
う
と
い
う
共
通
の
目
標
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

、し

う
。
そ
れ
が
当
時
の
六
日
会
の
原
動
力
だ
っ
た
の
だ
ー
と
、

桑

原
氏
は
い
う
。

例
会
は
昭
和
十
五
年
十
二
月
の
七
0
回
常
会
を
最
後
に
戦
時
中

は
遠
慮
会
報
も
昭
和
十
九
年
三
月
以
来
発
刊
を
中
止
し
た
が
、

会
報
は
昭
和
二
十
四
年
再
刊
を
み
て
い
る
。
当
時
の
会
長
武
富
昇

教
授
は
再
刊
の
辞
で
、
日
本
再
建
に
化
学
工
業
と
そ
の
基
に
な
る

化
学
ガ
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
を
高
い
調
子
で
述
べ
て
い
る

こ
の
年
は
第
三
次
吉
田
内
閣
が
成
立
、
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
が
税

制
勧
告
案
を
発
表
す
る
な
ど
、
戦
後
史
が
新
し
い
歩
み
を
始
め
て

し
た
ま
た
、
同
年
十
月
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て

い
る
。

誌
と
し
て
の
役
割
り
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
昭
和
四
十
年

三
二
巻
七
八
号
を
も
っ
て
「
応
化
会
だ
よ
り
」
と
形
を
変
え
、
校

友
会
詮
的
な
も
の
と
し
て
、
現
在
は
毎
年
二
回
位
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

今
に
生
き
る
伝
統
、
燃
料
化
学
科
の
九
年

2「
近
代
社
会
は
石
油
の
中
に
浮
い
て
い
る
」
と
ま
で
言
わ
れ
る

ほ
ど
、
石
抽
の
人
間
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。

昭
和
十
二
年
に
始
ま
っ
九
日
華
事
変
は
短
期
の
う
ち
に
勝
て
る

目
算
が
は
ず
れ
て
長
期
戦
と
な
り
、
戦
略
物
資
と
し
て
の
石
油
の

重
要
性
は
急
ピ
ッ
チ
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
政
府
は
昭
和
七
年
、

早
く
も
石
油
業
法
を
設
け
て
国
内
企
業
の
育
成
と
軍
用
石
油
の
確

保
を
図
り
、
新
会
社
の
設
立
が
相
次
い
で
い
た
。

し
か
し
、
新
会
社
の
大
半
は
小
規
模
設
備
能
力
は
石
油
業
法

の
要
求
す
る
ギ
リ
ギ
リ
の
最
低
限
だ
っ
た
の
で
、
設
備
投
資
が
高

度
化
す
る
に
つ
れ
、
製
油
所
の
合
同
問
題
が
再
び
起
こ
っ
て
き

石
油
工
学
科
は
当
時
の
日
本
石
油
社
長
、
小
倉
房
蔵
氏
の
愁

な
働
き
か
け
と
、
当
時
の
金
で
百
万
円
と
い
う
学
園
創
立
以
来
の

応
用
化
学
会
報
は
専
門
学
術
繋
の
増
加
と
と
も
に
、
学
術
雑

23
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巨
額
の
寄
付
に
ょ
り
創
設
さ
れ
た
。
小
倉
氏
は
明
治
四
十
一
年
本

学
商
科
を
卒
業
、
そ
の
後
ロ
ソ
ド
ソ
、
ベ
ル
リ
ソ
で
学
ん
だ
が
、

帰
国
後
家
業
の
石
油
精
製
業
に
従
事
し
た
。
戦
時
中
、
小
倉
石
油

は
日
本
石
油
に
合
併
さ
れ
、
同
氏
は
副
社
長
に
就
任
、
や
が
て
社

長
に
な
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
石
油
に
対
す
る
情
勢
と
母
校
愛
か
ら

石
油
工
学
科
の
創
設
を
建
築
科
の
内
藤
多
仲
先
生
を
通
じ
て
主
任

の
小
栗
先
生
に
申
し
出
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
、
小
林
先

ツ

生
は
す
で
に
退
任
さ
れ
て
い
た
。

石
油
工
学
科
は
小
林
先
生
を
顧
問
格
に
、
山
本
、
村
井
両
教

授
、
あ
と
で
大
坪
教
授
が
加
わ
っ
て
企
画
を
進
め
、
穴
八
幡
裏
手

の
バ
プ
チ
ス
ト
派
宣
教
団
の
士
地
と
建
物
(
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
)

を
求
め
、
実
験
室
を
作
っ
て
石
油
工
学
科
の
拠
点
と
し
た
。
当
時

木
材
は
統
制
下
に
あ
っ
た
の
で
陸
軍
燃
料
本
部
を
通
じ
て
資
材
を

入
手
、
百
五
十
坪
の
実
験
室
を
作
っ
た
。

石
池
工
学
科
に
つ
い
て
燃
料
一
回
生
加
藤
忠
蔵
教
授
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
「
石
油
分
科
は
早
稲
田
全
線
座
の
前
の

横
丁
を
入
っ
た
旧
ス
コ
ッ
ト
ホ
ー
ル
と
赤
レ
ソ
ガ
の
建
物
を
事
務

所
お
よ
ぴ
教
授
室
、
そ
の
前
に
あ
っ
た
二
階
建
の
青
い
木
造
建
物

を
教
室
船
よ
ぴ
実
験
室
と
し
て
使
用
し
た
。
赤
レ
ソ
ガ
の
建
物
に

は
、
山
本
教
授
大
坪
助
教
授
村
井
助
教
授
、
森
田
講
師
(
昭

和
十
八
年
よ
り
)
な
ど
教
授
陣
の
教
員
室
船
よ
び
会
議
室
事
務

室
、
技
術
職
員
の
船
ら
れ
る
器
具
室
な
ど
が
あ
っ
た
。
横
に
三
百

名
以
上
収
容
出
来
る
大
き
な
講
堂
が
あ
り
、
上
記
先
生
方
に
ょ
る

本
科
と
の
合
併
授
業
は
こ
こ
で
行
な
わ
れ
九
。
学
生
実
験
室
は
後

小倉房蔵氏胸像(小倉記念館内)
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に
な
っ
て
講
堂
の
地
下
室
と
青
い
建
物
に
設
備
さ
れ
た
が
、
当
時

は
旧
応
用
化
学
科
の
一
階
船
よ
ぴ
二
階
の
実
験
室
で
実
験
を
行
な

つ
た
。
研
究
室
は
青
い
建
物
に
あ
っ
た
が
、
今
か
ら
み
る
と
す
こ

ぶ
る
余
裕
の
あ
る
も
の
で
、
陸
軍
燃
料
廠
の
委
託
に
ょ
る
戦
時
研

究
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
」

し
か
し
、
通
常
の
授
業
が
続
い
た
の
は
昭
和
十
九
年
一
.
は
い
ま

で
だ
っ
た
。
二
十
年
に
は
工
場
だ
け
で
な
く
、
市
街
地
に
焼
夷
弾

が
落
下
し
始
め
た
。
や
が
て
二
十
年
五
月
二
十
五
日
、
空
襲
に
ょ

り
学
生
実
験
室
だ
け
は
焼
け
た
が
、
研
究
室
な
ど
は
教
師
、
学
生

の
懸
命
の
消
火
作
業
に
ょ
り
火
を
免
れ
、
戦
後
の
研
究
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
学
生
生
活
を
、
西
嶋
公
信
氏
(
昭

和
二
十
一
年
卒
業
)
は
、
「
石
油
工
学
科
だ
け
の
こ
じ
ん
ま
り
し

た
研
究
生
活
だ
っ
た
の
で
、
今
の
ヤ
ス
プ
ロ
教
育
と
全
く
異
っ
た

心
と
心
が
通
い
会
う
教
育
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
有
難
か
っ
た
」

と
い
い
、
大
久
保
総
一
郎
氏
(
昭
和
二
十
二
年
卒
業
)
も
、
「
大

変
し
い
ふ
ん
い
気
だ
っ
た
と
当
時
を
ふ
り
返
っ
て
い
る
0

一
回
生
が
入
学
し
た
の
は
昭
和
十
七
年
、
二
回
生
は
十
八
年
、

五
回
生
に
な
る
と
戦
後
の
入
学
で
あ
る
。
赤
林
宏
氏
(
昭
和
二
十

五
年
卒
業
)
は
海
軍
兵
学
校
か
ら
復
員
後
、
昭
和
二
十
二
年
に
入

学
し
た
か
、
当
時
を
思
い
だ
し
て
、
「
召
集
逃
れ
に
理
科
系
を
志

願
し
、
本
来
は
文
科
志
望
な
の
に
燃
料
化
学
科
へ
来
た
と
い
う
同

級
生
も
目
立
っ
た
」
と
戦
中
戦
後
の
混
乱
し
た
学
生
生
活
を
語
っ

て
い
る
研
究
を
し
よ
う
に
も
水
道
ガ
ス
、
電
気
は
と
ま
り
、
激

し
い
イ
ソ
フ
レ
に
ょ
る
牛
活
の
苦
し
さ
も
研
究
意
欲
を
下
げ
た
0

そ
の
こ
ろ
、
応
用
化
学
科
や
織
化
学
科
で
は
特
技
を
生
か
し

て
、
サ
ッ
カ
リ
ソ
や
ズ
ル
チ
ソ
を
製
造
し
、
ヤ
ミ
に
売
る
学
生
か

い
る
な
ど
、
教
師
も
学
生
も
生
活
に
追
わ
れ
た
。
し
か
し
、
間
も

な
く
正
常
な
研
究
生
活
が
戻
っ
て
き
た
。

二
十
一
年
九
月
に
二
回
生
が
卒
業
し
た
こ
ろ
は
、
大
変
な
就
職

難
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
燃
料
に
関
係
の
な
い
各
分
野
に
分

散
し
て
い
っ
た
が
、
現
在
で
は
半
数
近
く
の
人
松
料
関
係
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
。
「
こ
れ
は
や
は
り
、
燃
料
化
学
を
卒
業
し

た
た
め
か
も
し
れ
な
い
」
と
O
B
の
一
人
は
学
生
牛
活
が
人
生
に

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

敗
戦
に
ょ
り
、
わ
が
国
の
石
油
産
業
は
一
時
そ
の
存
在
す
ら

危
ぶ
ま
れ
た
。
そ
の
一
方
、
戦
後
の
物
資
不
足
か
ら
、
固
体
燃
料

も
そ
の
地
位
が
向
上
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
石
油
工
学
科
は
二
十

一
年
四
月
か
ら
燃
料
化
学
科
に
改
称
し
た
。
燃
料
工
学
科
と
の
説

も
出
た
が
、
内
容
か
ら
し
て
化
学
科
に
落
ち
着
い
た
。

し
か
し
、
新
制
大
学
で
は
専
門
学
科
を
小
さ
く
分
け
な
い
方
針

を
と
っ
た
の
で
、
新
制
大
学
の
発
足
を
機
に
燃
料
化
学
科
は
応
用

化
学
科
と
合
併
、
大
学
院
制
度
の
中
で
燃
料
化
学
専
修
と
し
、
実

、

質
的
に
昇
格
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
く
し
て
、
燃
料
化
学
科

は
、
石
油
工
学
科
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
の
九
年
問
に
合
計

七
回
、
百
四
十
六
名
の
卒
業
生
を
送
っ
て
幕
を
閉
じ
た
が
、
応
用

化
学
科
か
ら
は
毎
年
石
油
業
界
に
多
数
の
人
材
を
送
り
込
む
な

ど
、
そ
の
伝
統
を
残
し
て
い
る

小
倉
氏
の
寄
付
さ
れ
た
旧
燃
料
化
学
科
の
校
舎
は
戦
後
教
団
に

返
還
、
小
倉
'
念
館
が
旧
応
用
化
学
科
の
続
き
に
昭
和
二
十
九
年

再
建
さ
れ
、
理
工
学
部
の
新
校
舎
移
転
後
も
、
こ
こ
で
燃
料
関
係

の
研
究
が
続
い
て
い
る
。
小
倉
房
蔵
氏
は
小
倉
記
念
館
の
設
置
を

目
前
に
し
た
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
七
日
、
永
眠
さ
れ
た
。

大
隈
庭
園
内
に
あ
る
茶
室
風
古
建
築
「
{
兀
之
荘
」
は
、
も
と
飛

騨
の
国
か
ら
小
倉
邸
に
移
築
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
小
倉
氏
が
移

築
費
と
と
も
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
こ
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

戦
時
下
秘
録

3応
用
化
学
科
に
石
油
分
科
が
発
足
し
た
昭
和
十
七
年
、
戦
時
体
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制
は
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
、
翌
年
十
二
日
、
勅
令
で
学
生
に
対

す
る
在
学
徴
集
延
期
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。
十
一
月
十
五
日
に
は
安

部
球
場
で
、
学
園
の
学
徒
出
陣
壮
行
会
が
催
さ
れ
た
。
病
躯
を
さ

げ
て
登
場
し
た
田
中
穂
積
総
長
の
訓
示
、
激
励
の
も
と
、
教
職
員

学
友
に
送
ら
れ
た
法
文
系
の
全
学
生
六
千
人
は
、
一
時
に
学
窓
を

離
れ
て
い
っ
た
。

謡
曲
「
敦
盛
」
に
あ
る
「
人
生
わ
ず
か
五
十
年
・
:
:
・
」
と
信
長

出
陣
を
謡
っ
た
田
中
総
長
一
代
の
凄
絶
悲
恰
な
告
別
辞
や
、
安
部

球
場
を
埋
め
尽
く
し
た
出
陣
学
徒
の
姿
は
、
今
も
臨
席
者
の
脳
裏

に
焼
き
付
い
て
い
る
。

か
く
し
て
戦
争
遂
行
と
工
業
資
材
の
確
保
に
必
要
な
理
工
科
系

の
学
生
を
残
し
て
、
文
科
系
の
全
学
生
は
出
陣
し
て
行
っ
た
0

い

ま
な
お
語
り
継
が
れ
て
い
る
雨
の
神
宮
外
苑
で
の
全
都
大
学
合
同

の
学
徒
出
陣
壮
行
式
も
、
つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
。

当
時
の
学
生
は
常
時
詰
襟
の
正
服
と
ゲ
ー
ト
ル
姿
教
職
員
も

同
様
な
姿
で
鉄
帽
を
背
中
に
ぶ
ら
さ
げ
て
い
た
。

研
究
も
不
急
な
も
の
は
中
止
さ
せ
ら
れ
、
陸
海
軍
の
委
託
研
究

が
ふ
ぇ
た
。
山
本
教
授
は

陸
軍
、
小
林
、
村
井
両
教

授
は
海
軍
の
研
究
を
引
き

受
け
た
が
、
こ
の
た
め
資

金
は
も
ち
ろ
ん
、
実
験
用

の
資
材
は
比
較
的
潤
沢
だ

つ
た
。
研
究
内
容
は
合
成

潤
滑
油
、
接
触
分
解
の
触

媒
、
ヤ
、
ソ
油
か
ら
の
石
油

合
成
、
プ
タ
ソ
の
合
成
な

ど
だ
っ
た
。
軍
の
研
究
の

委
託
を
受
け
た
研
究
室
が

優
遇
さ
れ
る
反
面
、
軍
の

研
究
を
し
て
い
な
い
宇
野

教
授
が
教
え
子
の
学
生
と

い
っ
し
ょ
に
召
集
を
受

け
、
学
生
を
驚
か
す
な
ど

の
エ
ヒ
ソ
ー
ド
も
戦
局
窮
迫
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
文
部
省
で
は
大
学
に
船
け
る
研
究
者
の
温
存
の
九
め
に
全

国
大
学
に
特
別
研
究
生
制
度
を
設
け
た
。
こ
れ
に
該
当
す
る
者
は

徴
兵
と
動
員
を
免
除
さ
れ
、
大
学
の
研
究
室
に
残
り
研
究
を
続
行

し
た
。
現
在
教
室
に
お
ら
れ
る
城
塚
、
加
藤
、
鈴
木
、
宮
崎
各
教

授
は
こ
の
特
別
研
究
生
で
あ
っ
た
。

ー
ー
七
1

ま
た
、
理
科
系
の
学
生
に
は
徴
兵
猶
予
の
特
典
が
あ
っ
た
の

で
、
入
学
志
願
者
が
ふ
ぇ
、
入
試
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。
第
一

高
等
学
院
の
入
試
日
は
一
高
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
ど
ぅ
し
て
も

早
稲
田
へ
入
学
し
た
い
学
生
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
が
、
理
科
系

人
条
加
わ
っ
た
の
で
、
応
化
へ
は
い
っ
そ
う
入
り
に
く
く
な
っ

ナ
と
、
う

一
方
、
勤
労
動
員
は
回
数
を
増
し
、
出
動
は
長
期
に
わ
た
り
、

つ
い
に
は
、
,
通
年
動
員
"
と
な
っ
て
学
業
を
ほ
と
ん
ど
放
棄
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
九
。
こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
十
四
年
か
ら
就
職

先
は
割
当
制
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
就
職
内
定
先
へ
の
動
員
の
ケ

ー
ス
も
多
か
っ
た
0

応
用
化
学
科
を
昭
和
二
十
年
に
卒
業
し
た
ク
ラ
ス
(
旧
制
二
六

回
)
は
大
日
本
製
鉄
(
広
畑
)
、
日
曹
へ
動
員
の
あ
と
海
軍
技
術

研
究
所
へ
回
さ
れ
た
。
旧
制
二
七
回
生
は
日
本
水
素
、
旭
電
化
、

日
清
製
油
な
ど
へ
分
散
動
員
さ
れ
た
。

田
中
甫
氏
(
昭
和
二
十
一
年
卒
業
)
は
学
部
一
年
の
と
き
、
日

本
砂
鉄
の
飾
磨
工
場
(
い
も
の
工
場
)
の
現
場
に
一
、
ニ
カ
月
動

員
さ
れ
た
あ
と
大
学
に
も
ど
り
、
戦
時
研
究
に
つ
い
て
い
た
石
川

研
究
室
に
配
属
さ
れ
た
。

「
日
本
砂
鉄
で
は
二
年
生
が
分
析
室
だ
っ
た
の
に
、
一
年
生
は

い
も
の
工
場
で
分
が
悪
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
石
川
先
生
は
陸
軍
燃

料
廠
の
技
術
将
校
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
た
の
で
、
軍
服
姿
で
講

義
に
来
ら
れ
、
初
め
て
の
講
義
に
遅
刻
し
た
と
こ
ろ
、
扉
の
す
き

問
か
ら
軍
服
姿
が
見
え
て
、
教
練
の
先
生
の
授
業
と
錯
覚
、
廊
下

で
ま
ビ
ま
ご
し
て
級
友
に
笑
わ
れ
た
」
と
、
田
中
氏
は
思
い
出
を

話
し
て
い
る
。

燃
料
二
回
生
は
日
本
石
油
下
松
製
油
所
で
松
根
油
の
航
空
燃
料

化
の
実
験
を
手
伝
っ
九
。
「
ガ
ソ
リ
ソ
一
滴
は
血
の
一
滴
と
の

鳳

j
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ス
ロ
ー
ガ
ソ
を
掲
げ
、
全
国
的
に
松
の
根
を
掘
り
出
し
て
い
こ
と

こ
ろ
六
か
ら
、
学
生
は
髪
の
毛
ま
で
松
根
油
の
に
お
い
が
し
み
込

む
ほ
と
働
き
、

と
き
に
は
空
襲
に
ょ
る
負
傷
者
を
た
ん
か
に
乗
せ

て
病
院
ま
で
走
っ
た
。

燃
料
三
回
生
は
、

福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村
へ
動
員
さ
れ
た
0

甲
子
温
泉
と
白
河
の
中
問
あ
た
り
で
あ
る
0

小
学
校
に
止
宿
し

て
、
付
近
に
産
す
る
草
炭
を
乾
貿

草
炭
タ
ー
ル
を
収
集
す
る
の

が
目
的
だ
っ
た
。
石
油
不
足
の
当
時
、

草
炭
も
大
い
な
る
資
源
で

あ
っ
た
。

小
野
裕
二
郎
氏
昭
和
二
十
一

年
卒
業
)
ら
は
、
掘
り
出
し
た
草

炭
を
天
日
乾
燥
し
て
煉
亙
大
に
し
、

乾
留
釜
に
か
け
た
竹
を

イ
フ
代
わ
り
に
使
っ
た
作
業
で
、

収
率
は
も
ち
ろ
ん
い
い
は
ず
は

な
く
、
回
収
量
は
二
、
三
%
、
ド
ラ
ム
か
ん
に
二
、

三
本
溜
ま
っ
た

だ
け
だ
っ
た
し
か
も
酸
性
が
強
く
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た

か
、
乾
留
後
の
炭
は
東
京
か
ら
ト
ラ

、
ク
が
取
り
に
来
て
い
た

こ
の
炭
は
東
京
の
木
炭
バ
ス

の
燃
料
に
使
わ
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

゛
、
、

空
襲
が
な
い
の
は
天
国
だ
っ
た
し
か
し
、
い
な
か
と
は
い
え

食
糧
は
十
分
で
な
く
、
宿
舎
の
小
学
校
に
は
ふ
ろ
も
な
か
っ
た
。

学
生
た
ち
は
、
近
く
の
農
家
に
買
い
出
し
に
出
た
り
、
貰
い
ぶ
ろ

を
し
た
も
の
で
あ
る
。

燃
料
三
回
生
が
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
十
九
年
十
月
で
あ
る
。

そ
の
年
す
で
に
サ
イ
。
ハ
ソ
は
お
ち
、
十
一
月
に
は
晶
に
ょ
る
東

京
へ
の
偵
察
飛
行
が
開
始
さ
れ
た
。
連
日
防
空
演
習
や
勤
労
動
員

が
行
な
わ
れ
、
学
生
と
し
て
一
応
通
学
し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
た

の
は
理
科
系
学
生
だ
け
で
あ
っ
九
。

戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
空
襲
は
ひ
ん
ぱ
ん
と
な
り
報
の

、
、

し

た
ぴ
貴
重
な
授
業
は
中
止
さ
れ
、
そ
の
都
度
、
教
員
、
学
生
は
地

下
室
へ
退
避
し
た
。

加
藤
教
授
は
「
昭
和
二
十
年
に
な
っ
て
か
ら
は
夜
の
宿
直
も
始

ま
り
、
一
回
生
は
交
替
で
先
生
方
と
と
も
に
地
下
室
に
泊
ま
り
、

何
回
も
警
報
が
な
る
の
で
寝
る
こ
と
も
出
来
ず
、
先
生
方
に
麻
雀

を
教
授
し
て
頂
い
た
こ
と
な
ど
は
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
と
回
想
し
て
い
る
。

二
十
年
二
月
に
は
学
徒
消
防
隊
が
結
成
さ
れ
、
帝
都
防
衛
の
役

割
も
分
担
し
た
二
七
回
生
は
四
谷
消
防
署
に
配
置
さ
れ
た
ガ
、

早
稲
田
の
学
生
の
多
く
は
下
町
の
消
防
署
に
配
置
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
昭
和
二
十
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
の
折
に
は
、
二
七
回

生
の
あ
と
を
う
け
た
二
八
回
生
の
多
く
が
、
下
町
へ
お
も
む
い
て

死
ん
で
い
る
。
前
条
野
裕
二
郎
氏
は
、
「
高
等
学
院
以
来
の
友

人
原
田
君
が
消
防
車
と
と
も
に
行
方
不
明
に
な
る
と
い
う
痛
ま
し

い
犠
牲
を
払
っ
た
」
と
追
憶
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
落
ち
着
い
て
勉
強
に
い
そ
し
む
ヒ
マ

も
な
く
、
昭
和
二
十
年
組
の
卒
業
論
文
の
成
績
は
動
員
先
の
仕
事

で
代
え
ら
れ
九
し
か
し
二
十
一
年
組
の
卒
論
は
早
く
も
戦
前
同

様
に
審
査
さ
れ
九
。

二
十
年
四
月
、
決
戦
教
育
措
置
要
綱
が
実
施
さ
れ
、
国
民
学
校

初
等
科
以
外
の
一
切
の
学
業
が
停
止
さ
れ
九
。
こ
の
月
、
東
京
山

手
地
区
に
大
空
襲
が
あ
り
、
学
園
の
教
職
員
、
学
生
の
多
く
が
櫂

災
し
た
。
続
く
五
月
二
十
五
日
、
山
手
地
区
へ
重
ね
て
大
空
襲
が

あ
り
、
学
園
の
二
分
の
一
が
焼
失
し
た
の
で
あ
る
。
恩
賜
記
念
館
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は
赤
煉
瓦
の
外
壁

だ
け
を
残
し
て
全

焼
、
大
隈
会
館
の

建
物
、
庭
園
と
も

に
全
滅
し
た
。
戸

畢

山
町
の
第
一
高
等

学
院
校
舎
理
工

学
研
究
所
、
専
門

部
工
科
木
造
校

舎
、
高
等
工
学
校

木
造
校
舎
も
ま
た

全
焼
。
商
学
部
校
舎
は
半
焼
、
文
学
部
校
舎
墜
二
、
四
階
が
焼
失

し
応
用
化
学
科
は
幸
い
焼
け
残
っ
た
が
、
石
油
工
学
科
は
研
究
室

と
ス
コ
、
ト
ホ
ー
ル
、
寄
宿
舎
を
残
し
て
焼
失
す
る
な
ど
の
被
害

を
受
け
た
。

戦
局
は
い
っ
そ
う
不
利
に
な
り
、

学
生
の
中
に
は
勤
労
動
員
先

で
爆
死
す
る
者
も
出
て
来
た
。

昭
和
二
十
年
九
月
八
日
、
学
園
は
授
業
を
再
開
し
九
。
総
長
中

野
登
美
雄
氏
は
、
全
学
生
に
向
か
い
「
新
時
局
に
鑑
み
て
」
の
訓

示
を
行
な
っ
た
。
復
員
学
生
の
復
学
、
軍
関
係
学
校
生
徒
の
転
入

学
、
理
科
生
の
文
科
へ
の
転
科
が
あ
わ
た
だ
し
く
、
大
量
の
転
入

学
の
た
め
学
園
は
大
変
な
教
室
不
足
だ
っ
九
。

応
用
化
学
科
の
学
生
は
、
「
新
生
日
本
の
基
本
は
化
学
工
業
か

ら
」
と
、
再
び
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ
も
、
戦
後
間
も
な
く

は
陸
海
軍
の
特
殊
物
件
の
処
理
と
や
ら
で
狩
り
出
さ
れ
、
西
に
東

に
旧
軍
関
係
の
諸
施
設
か
ら
、
薬
口
叩
、
計
器
、
装
置
な
ど
の
運
送

役
で
働
か
さ
れ
た
。
新
し
い
も
の
が
購
入
で
き
な
か
っ
た
折
か

ら
、
集
め
て
き
た
も
の
は
各
研
究
室
で
そ
れ
ぞ
れ
役
に
立
っ
九
。

旧
制
二
七
回
生
田
中
甫
氏
は
、
「
卒
論
の
テ
ー
マ
は
十
月
こ
ろ
も

ら
い
、
十
一
月
上
旬
か
ら
着
手
し
た
が
、
肝
心
の
ガ
ス
は
五
月
の

空
襲
で
全
く
出
な
い
の
で
、
電
気
炉
を
用
い
て
焼
成
す
る
ほ
か
な

く
、
そ
れ
も
電
力
の
余
裕
が
な
い
た
め
、
夜
中
に
や
っ
と
電
気
炉

の
温
度
が
上
昇
し
、
珪
酸
塩
分
析
の
た
め
の
フ
ル
カ
リ
溶
融
が
や

つ
と
で
き
る
状
態
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
学
生

は
連
日
廃
竝
の
大
学
に
泊
り
込
み
、
卒
論
研
究
を
実
施
し
た
。

そ
し
て
二
十
一
年
九
月
、
前
年
は
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
九

卒
論
発
表
会
が
、
応
化
四
階
西
側
の
教
室
で
行
な
わ
れ
た
。
用
紙

の
十
分
に
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
図
表
を
新
聞
紙
に
書
い
て
発

表
す
る
学
生
も
い
た
状
況
だ
っ
た
。

敗
戦
の
日
本
は
あ
げ
て
民
主
主
義
体
制
の
確
立
を
急
い
だ
が
、

早
稲
田
大
学
で
は
二
十
一
年
五
凡
昭
和
四
年
以
来
の
校
規
を
廃

止
、
総
長
以
下
、
役
員
な
ら
び
に
各
学
部
科
お
よ
び
付
属
学
校
、

付
属
機
関
の
長
は
す
べ
て
公
選
と
す
る
新
校
規
を
実
施
し
た
。

六
月
十
九
日
、
総
長
選
挙
で
は
商
学
部
教
授
島
田
孝
一
氏
が
当

.
'
ず

《
島

山
本
教
授
は
同
年
夏
、
軍
の
派
遣
将
校
か
ら
「
い
よ
い
よ
最
後

の
決
戦
の
覚
悟
を
・
:
:
・
」
と
ひ
そ
か
に
一
冒
わ
れ
、
学
生
と
い
っ
し

よ

に
、
相
模
泌
か
鹿
島
灘
の
海
岸
に
塑
壕
掘
り
に
出
か
け
る
覚
悟

を
し
て
い
た
。
そ
し
て
八
月
十
五
日
。
森
田
義
郎
教
授
(
昭
和
十

八
年
卒
業
)
は
大
学
で
終
戦
の
、
詔
勅
を
「
ほ
っ
と
し
た
思
い
」
で

聞
し
た
。
混
乱
の
中
を
、
学
生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
動
員
先
か

ら
、
わ
が
家
へ
引
き
揚
げ
て
い
っ
た
。

"
《

三
化
学
工
業
は
不
死
鳥

太

軌
道
に
の
る
復
興

1
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選
、
九
月
の
各
学
部
長
、
科
長
の
公
選
で
は
わ
、
鳶
用
化
学
十
の

山
本
研
一
教
授
が
理
工
学
部
長
に
当
選
し
た
0

山
本
教
授
は
理
工
学
部
長
と
し
て
三
年
間
、
学
内
の
山
積
す
る

難
問
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
主
任
会
の
ほ
か
に
、

い
ろ
い
ろ
な
委
員
会
を
作
り
立
案
を
求
め
た
0

ま
た
、
教
授
会
を

開
ミ
そ
の
支
持
を
得
て
仕
事
を
進
め
た
。

「
会
議
の
お
や
つ
に
一
貫
目
三
十
円
也
の
さ
つ
ま
い
も
を
ふ
か

し
て
出
し
て
喜
、
は
れ
た
こ
と
、
も
ら
っ
た
ア
ル

コ
ー
ル
を
水
で
三

0
%
に
薄
め
、
砂
糟
を
こ
が
し
て
か
っ
色
に
し
た
怪
し
げ
な
ウ

ス
キ
ー
を
学
部
長
の
懇
親
会
に
出
し
て
大
か
っ
采
さ
れ
た
思
い
出

も
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
、
山
本
名
誉
教
授
は
当
時
の
食
糧
難
を
懐

し
ん
で
い
る
。

山
本
理
工
学
部
長
を
メ
ソ
、
、
ハ
ー
の
一
人
と
す
る
教
育
制
度
研
究

委
員
会
、
同
委
員
会
の
後
を
承
け
た
教
育
制
度
改
革
委
員
会
さ

ら
に
二
十
三
年
発
足
し
た
各
学
部
お
よ
ぴ
高
等
学
院
設
置
委
員
会

な
ど
で
、
新
制
学
部
設
置
の
準
備
が
進
み
、
各
委
員
会
で
の
検
討
結

果
を
総
括
し
た
早
稲
田
大
学
設
置
要
綱
が
で
き
上
が
り
、
召
和
二

十
四
年
四
月
一
日
、
新
た
な
構
想
に
ょ
る
早
稲
田
大
学
が
十
一
学

部
で
発
足
、
山
本
教
授
は
新
制
第
一
理
工
学
部
長
に
就
任
し
た
0

新
制
学
部
の
設
置
に
ょ
っ
て
、
高
等
学
院
.
専
門
部
各
科
.
専

門
学
校
の
学
生
は
次
の
基
準
と
要
領
で
新
制
学
部
へ
移
行
し
た
0

一
旧
制
高
等
学
院
生
は
全
員
、
一
年
修
了
者
は
新
制
学
部
一
年

へ
、
二
年
修
了
者
は
同
二
年
へ
、
三
年
修
了
者
(
卒
業
者
)
は

同
三
年
へ
移
行
さ
せ
る

二
専
門
部
、
高
等
師
範
部
、
専
門
学
校
学
生
で
一
年
修
了
者
は

全
員
、
二
年
以
上
は
希
望
者
の
み
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
新
制
学

部
へ
移
行
し
、
希
望
し
な
い
者
は
旧
制
の
ま
ま
卒
業
さ
せ
る
0

三
旧
制
学
部
は
昭
和
二
十
四
年
四
月
入
学
の
分
か
ら
新
規
募
集

を
中
止
し
、
在
学
生
は
旧
制
の
ま
ま
順
次
卒
業
さ
せ
て
、
昭
和

二
十
五
年
(
一
九
五
0
年
)
度
で
自
然
廃
止
に
な
る

新
制
大
学
出
発
時
の
学
費
は
理
科
系
八
千
五
百
円
、
文
科
系
七

千
五
百
円
、
新
入
生
は
理
科
系
一
万
円
、
文
科
系
八
千
五
百
円
、

納
入
は
四
期
分
納
制
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
時
わ
か
国
で
初
め
て
母
校
復
興
の
た
め
の
"
施
設
拡

充
費
"
な
る
も
の
(
当
時
三
千
円
)
を
、
世
論
の
反
対
を
覚
悟
し

て
実
施
に
移
し
九
。
幸
い
に
社
会
の
支
持
を
得
て
、
そ
の
後
の
母

校
の
再
建
は
こ
れ
に
負
う
所
大
で
あ
っ
た
。

新
制
応
用
化
学
科
へ
は
高
等
学
院
一
1
三
年
生
の
ほ
か
専
門
部

か
ら
三
年
生
に
若
干
名
、
一
年
生
に
約
半
数
が
加
わ
っ
九
。
学
生

た
ち
は
陸
士
、
海
兵
な
ど
軍
関
係
者
が
多
く
、
年
令
も
ま
ち
ま
ち

だ
っ
九
。

こ
の
こ
ろ
、
学
生
か
ら
夏
季
工
場
見
学
旅
行
を
し
た
い
と
の
申

し
出
が
あ
り
、
篠
原
教
授
が
教
室
会
議
に
計
っ
た
と
こ
ろ
、
会
社

の
先
輩
に
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
時
期
尚
早
と
の
意
見
も

あ
っ
た
が
、
結
局
同
氏
か
引
率
し
て
関
西
、
中
国
、
九
州
の
工
場

を
見
学
し
た
。

見
学
旅
行
は
そ
の
後
ず
っ
と
続
い
た
が
、
こ
の
と
き
見
学
し
た

工
場
数
は
最
高
だ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
干
五
年
六
月
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
、
こ
れ
を
引
き
金
に
日

本
の
復
興
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
始
め
た
。
し
か
し
動
乱
の
不
安
か

ら
買
い
だ
め
、
売
り
惜
し
み
が
始
ま
り
、
伺
年
十
二
月
に
は
池
田

イ

蔵
相
が
所
得
の
多
い
者
は
米
、
少
な
い
者
は
麦
を
食
べ
る
よ
う

に
」
と
発
言
し
て
物
議
を
か
も
し
て
い
る
ま
た
、
占
領
軍
教
育

顧
問
W
 
・
 
C
 
・
イ
ー
ル
ズ
の
赤
色
教
授
追
放
声
明
に
反
対
す
る
学

生
と
警
官
隊
か
学
内
で
衝
突
こ
れ
を
皮
切
り
に
学
生
大
会
学

内
デ
モ
、
試
験
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
統
く
な
ど
、
学
生
運
動
が
活
発
に

な
り
、
一
時
は
小
康
を
得
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
五
月
八
日
の
乍

後
か
ら
翌
九
日
の
払
暁
に
か
け
て
の
「
五
・
八
早
大
事
件
で
再

び
火
花
を
散
ら
す
な
ど
、
学
生
運
動
が
激
し
か
っ
九
。

こ
う
し
た
悩
み
を
持
ち
な
が
ら
、
早
稲
田
大
学
は
十
月
、
創
立

七
十
周
年
記
念
式
典
を
迎
え
、
式
典
に
は
国
内
、
国
外
の
大
学
代

表
、
校
友
、
学
生
、
役
員
、
教
職
員
各
代
表
約
三
千
名
が
集
ま

り
、
喜
び
を
わ
か
ち
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
二
十
八
年
に
は
大
学
院

博
士
課
程
が
発
足
す
る
な
ど
、
早
稲
田
大
学
は
ま
た
新
し
い
前
進

を
始
め
る
の
で
あ
る
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多
様
化
の
時
代
へ

2昭
和
三
十
年
代
の
化
学
工
業
は
戦
前
に
確
立
し
た
石
炭
ヒ
学
、

電
気
化
学
を
石
油
化
学
に
衣
替
え
す
る
転
換
期
だ
っ
た

「
肥
料

二
法
」

に
ょ
っ
て
硫
安
の
合
理
化
を
迫
ら
れ
た
化
学
工
業
会
社
は

活
路
を
高
分
子
合
成
化
学
工
業
に
求
め
、

主
原
料
を
確
保
す
る
た

め
に
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
建
設
を
急
ぎ
、
化
学
工
業
の
質

的
転
換
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
0

昭
和
三
十
二
年
に
は
「
日
石
化
学
H
川
崎
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
」

が

ス
タ
ー
ト
、
丸
善
石
油
.
下
津
工
場
で
日
本
に
お
け
る
最
初
の
石

油
イ
学
製
品
M
E
K
を
製
造
し
た
。
い
わ
ぱ
日
本
の
石
油
ヒ
学
、

高
分
子
化
学
の
黎
明
期
と
も
い
え
る
こ
の
三
十
二
年
、

早
稲
田
大

学
は
創
立
七
十
五
周
年
、
応
用
化
学
科
は
四
十
周
年
を
迎
え
、
十

月
の
早
和
田
祭
に
応
用
化
学
科
で
は
当
時
の
三
年
生
が
中
心
と
よ

つ
て
メ
イ
ソ
テ
ー
マ

「
化
学
は
人
間
生
活
を
豊
か
に
す
る
」
の
展

示
を
行
な
っ
た
。

内
容
は
石
油
船
よ
び
石
油
化
学
工
業
合
成
樹

脂
を
主
体
に
無
機
化
学
、
油
脂
、
発
酵
工
業
を
紹
介
し
た
も
の
で
、

当
時
ビ
エ

ソ
ナ
ー
レ
に
入
賞
し
た
建
築
展
と
並
ん
で
会
場
の
人
気

を
集
め
た
。

こ
の
年
応
用
化
学
会
学
生
部
会
で
は
大
教
室
で
「
石
油
工
業
及

ひ
石
油
化
学
工
業
の
現
状
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
き
、
山
本

先
生
が
演
壇
に
立
ち
、
当
時
米
国
か
ら
帰
国
し
た
ぱ
か
り
の
"
木
田

和
雄
助
教
授
(
昭
和
十
七
年
卒
業
、
現
在
理
化
学
研
究
所
)
は
、

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
米
国
の
状
況
を
説
明
し
て
い
る
0

余
談
に
な
る
が
、
当
時
応
用
化
学
科
の
新
入
生
か
ら
と
っ
た
ア

ソ
ケ
ー
ト
で
は
、
早
稲
田
に
入
学
し
て
い
ち
ぱ
ん
感
激
し
た
の
は

一
位
早
慶
戦
二
位
早
稲
田
祭
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
の

応
化
展
に
森
永
関
係
を
展
示
し
た
と
こ
ろ
、
例
の
粉
ミ
ル
ク
事
件

の
質
ル
ガ
集
中
し
て
柳
沢
亘
氏
(
昭
和
三
十
三
年
卒
業
)
な
ど
ミ

困
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
0

四
十
年
十
一
月
の
応
化
展
で
は
公
害
の
実
態
と
そ
の
解
決
策
を

テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
、
学
生
た
ち
は
夏
の
暑
い
盛
り
に
メ
ッ
キ

工
場
を
見
学
し
た
り
、

排
水
処
理
装
置
を
検
討
し
た
。
学
生
の
思

い
出
で
は
、
当
時
は
先
生
方
の
反
応
も
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
と
い

う
。
「
い
ま
考
え
る
と
こ
の
テ
ー
ヤ
、
か
当
時
か
ら
も
っ
と
深
く
考

え
ら
れ
て
い
た
ら
、
昨
今
の
社
会
問
題
も
違
う
方
向
に
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
反
省
の
声
も
あ
る
。

応
化
展
が
開
か
れ
る
理
工
学
部
展
は
歴
史
が
古
く
、
ま
た
、
戦

前
、
戦
中
派
に
喜
ぱ
れ
た
工
場
見
学
会
は
一
時
中
止
さ
れ
た
が
、

最
近
で
は
応
化
会
の
主
催
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
四
十
周
年
を
迎
え
た
三
十
二
年
十
月
、
応
化
会
で
は
会

報
六
五
号
を
発
行
、
そ
の
中
で
前
会
長
武
富
昇
先
生
が
「
応
用
化

学
科
創
設
四
十
周
年
を
か
え
り
み
て
」
と
題
し
て
そ
の
歴
史
と
現

況
を
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
ょ
る
と
、
当
時
の
定
員
は
六
十
人
、
入
学
試
験
の
際
の

志
望
者
は
定
員
の
三
0
倍
以
上
に
達
し
、
求
人
の
申
し
込
み
は
卒

業
生
の
数
倍
に
な
っ
て
い
る
。
教
授
、
助
教
授
専
任
講
師
の
数

は
十
七
名
、
大
正
九
年
、
十
年
ご
ろ
の
三
倍
強
で
あ
る
。
応
化
会

員
は
約
千
八
百
名
、
毎
年
六
十
名
く
ら
い
ず
つ
ふ
ぇ
て
い
る
。

武
富
会
長
は
「
早
稲
田
大
学
は
校
友
と
大
学
と
の
関
係
が
特
に

密
接
で
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
応
用
化
学
科
で
も
卒
業
生
諸
君
が

よ
く
母
校
と
後
輩
の
面
倒
を
み
て
お
ら
れ
る
」
と
し
て
旧
制
二
回

生
肝
付
兼
英
、
同
水
野
敏
行
両
氏
に
感
謝
の
辞
を
述
べ
、
さ
ら
に

「
今
後
の
発
展
の
た
め
に
は
、
広
く
学
界
よ
り
人
材
を
求
め
て
応

用
化
学
教
室
の
陣
容
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
研
究
意

欲
を
高
揚
し
て
、
す
ぐ
れ
た
研
究
、
発
明
を
当
応
用
化
学
教
室
よ

り
発
表
し
、
ま
た
優
秀
な
卒
業
生
を
多
く
日
本
の
化
学
工
業
界
に

送
り
出
す
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
教
室
側
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ

る
と
思
う
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
年
の
一
月
に
は
第
一
次
岸
内
閣
が
成
立
、
新
聞
の
社
会
面

で
は
米
兵
ジ
ラ
ー
ド
が
、
相
馬
ケ
原
演
習
地
で
農
婦
を
射
殺
し
た

事
件
が
紙
面
を
に
ぎ
わ
し
て
い
る
。
神
武
景
気
と
言
わ
れ
た
の
も

こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
で
は
、
七
十
五
周
年
記
念
事
業

と
し
て
戸
山
町
旧
第
一
高
等
学
院
跡
に
一
万
名
を
収
容
で
き
る
記

念
会
堂
が
完
成
し
た
。
こ
の
記
念
会
堂
は
、
昭
和
三
十
九
年
秋
フ

エ
ソ
シ
ソ
グ
の
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
会
場
と
な
っ
た
0

昭
和
三
十
八
年
九
月
に
は
、
西
大
久
保
の
理
工
学
部
新
校
舎
第
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一
期
工
事
が
完
成
教
養
課
程
の
授
業
ほ
新
校
舎
で
始
ま
っ
た
。

小
櫃
正
道
氏
(
昭
和
四
十
二
年
卒
業
)
は
三
十
八
年
一
年
生
の
時
は

本
部
キ
十
ソ
.
ハ
ス
、
三
十
九
年
教
養
課
程
は
西
大
久
保
、
専
門
は

本
部
、
四
十
年
は
専
門
を
本
部
、
四
十
一
年
は
卒
論
実
験
を
本
部
、

専
門
を
西
大
久
保
キ
十
ソ
.
ハ
ス
と
毎
年
根
拠
地
が
移
動
し
た
。
四

十
二
年
四
月
に
は
応
用
化
学
科
が
西
大
久
保
新
校
舎
へ
移
転
、
同

十
一
月
に
は
新
校
舎
第
三
期
工
事
が
完
成
し
た
の
で
あ
る

昭
和
四
十
年
ご
ろ
に
は
授
業
料
値
上
げ
反
対
が
口
火
と
な
っ

て
、
い
わ
ゆ
る
第
一
次
早
稲
田
闘
争
か
始
ま
っ
た
。
翌
年
一
月
に

は
こ
の
他
第
二
学
生
会
館
管
理
運
営
を
め
ぐ
る
闘
争
も
加
わ
り
全

学
部
が
ス
ト
に
入
っ
た
。
応
化
は
も
ち
ろ
ん
、
理
工
学
部
が
ス
ト
に

参
加
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
二
月
二
十
一
日
に
は
警

視
庁
機
動
隊
が
出
動
、
学
生
二
百
三
名
を
検
挙
し
た
。
こ
の
た
め

全
学
の
卒
業
式
は
で
き
ず
、
代
わ
っ
て
応
用
化
学
科
だ
け
の
卒
業

式
が
行
な
わ
れ
た
。
見
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
学
校
や
教
室
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
期
だ
っ
た
。

ち
な
み
に
早
大
の
学
費
は
昭
和
十
年
ご
ろ
ま
で
は
一
年
お
き

に
改
訂
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
は

三
十
三
年
、
三
十

五
年
、
三
十
七
年
、

四
十
四
年
、
四
十

七
年
に
改
め
ら

れ
、
応
用
化
学
科

で
は
、
三
十
七
年

の
八
万
円
が
四
十

七
年
に
は
二
十
万

円
に
値
上
げ
さ
れ

ナ

が
負
扣
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
^
問
を
も
っ
た
者
た
ち
の

反
対
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
二
次
早
稲
田
闘
争
は
、
政
治

面
で
は
大
学
管
理
法
船
よ
び
七
0
年
安
保
の
阻
止
運
動
、
ま
た
他

方
学
園
の
問
題
で
は
日
大
、
東
大
闘
争
に
ょ
り
口
火
を
切
ら
れ
た

根
本
的
に
大
学
、
そ
し
て
学
問
、
研
究
、
教
育
の
あ
り
方
を
考
え

直
そ
う
と
す
る
動
き
の
両
者
が
重
な
っ
て
始
ま
っ
九
。
翌
四
十
四

年
に
は
理
工
学
部
内
で
軍
事
研
究
問
題
が
起
こ
り
、
こ
れ
に
産
学

協
同
の
問
題
も
加
わ
っ
て
理
工
学
部
は
大
き
く
荒
れ
、
五
六
号
館

傘
生
実
験
室
)
お
よ
び
五
一
号
館
二
階
の
学
部
長
室
な
ど
が
占

拠
さ
れ
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。
当
時
の
学
部
長
村
井
資
長
教
授
と

大
学
院
委
員
長
葉
山
房
夫
教
授
(
金
属
工
学
科
)
は
何
度
も
理
工

学
部
キ
ャ
ソ
パ
ス
中
庭
お
よ
び
五
七
号
館
大
教
室
に
お
け
る

,
団
交
"
で
長
時
間
監
禁
状
態
と
な
り
、
村
井
学
部
長
は
遂
に
疲

労
の
た
め
入
院
し
、
吉
阪
隆
正
教
授
(
建
築
学
科
)
に
そ
の
席
を

ゆ
ず
っ
た
理
工
学
部
お
よ
び
応
用
化
学
科
に
船
け
る
こ
の
紛
争

は
時
問
が
た
つ
と
共
に
焦
点
が
ぽ
け
て
、
不
仏
感
、
し
こ
り
が
完

こ
の
学
費
値
上

げ
反
対
闘
争
は
、

教
育
の
機
会
均
等

が
叫
ぱ
れ
て
い
る

中
で
、
私
学
の
み

全
に
取
り
去
れ
な
い
ま
ま
終
了
し
た
。
し
か
し
こ
の
大
き
な
教
訓

を
ふ
ま
え
て
、
少
し
で
も
理
想
的
な
学
園
に
近
づ
く
た
め
、
多
大

の
努
力
が
現
在
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

村
井
教
授
は
、
四
十
五
年
十
月
に
は
時
子
山
総
長
の
あ
と
を
う

け
て
総
長
に
就
任
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

ま
た
四
十
八
年
四
月
に
は
理
工
学
部
に
化
学
科
が
発
足
し
た
。

化
学
科
は
物
質
の
世
界
を
原
子
分
子
の
立
場
か
ら
探
究
、
工
学
技

術
の
基
礎
で
あ
る
現
代
化
学
を
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
く
に
最
近
著
し
い
発
展
を
み
せ
て
い
る
構
造
化
学
、
量
子
化
学

の
学
習
を
特
色
と
し
た
応
用
化
学
科
の
姉
妹
学
科
で
あ
る
。

工
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
理
学
と
協

力
す
る
こ
と
が
宿
命
で
、
純
正
化
学
科
の
設
置
は
、
戦
前
か
ら
の

理
工
学
部
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
応
化
の
運
動
会
は
甘
泉
園
や
浜
田
山
で
行
な
わ
れ
た
。

か
な
り
さ
か
ん
だ
っ
た
の
は
昭
和
三
十
二
、
三
十
三
年
こ
ろ
の
野

球
大
会
、
最
近
で
は
四
月
末
に
新
入
生
歓
迎
会
を
兼
ね
た
運
動
会

か
上
井
草
で
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
い
歴
史
を
持
つ
理
工
の

/
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、
ホ
ー
ト
レ
ー
ス
が
昭
和
二
十
九
年
ご
ろ
隅
田
川
で
復
活
、
応
化
生

の
何
人
か
も
レ
ガ
ッ
タ
の
オ
ー
ル
を
握
っ
た
0
 
こ
の
飛
ー
ト
レ

ス
は
、
最
近
で
は
河
口
湖
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

応
化
の
早
慶
戦
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
三
十
二

年
、
春
の
六
大
学
リ
ー
グ
は
慶
応
が
優
勝
し
た
年
だ
っ
た
0
 
そ
の

船
返
し
を
し
よ
う
と
わ
が
応
化
の
面
々
は
小
金
井
の
慶
応
工
学
部

に
集
ま
っ
た
。
当
時
の
世
話
役
は
慶
応
が
梅
沢
、
永
井
両
教
授
、

わ
が
方
が
宇
野
、
篠
原
両
先
生
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
野
球
は
一

勝
一
敗
庭
球
は
わ
が
方
の
一
方
的
勝
利
で
終
わ
り
、
ビ
ー
ル
で

乾
杯
し
て
別
れ
た
。
こ
の
早
慶
戦
は
一
、
二
回
で
終
わ
っ
た
が
、

先
生
同
士
の
早
慶
懇
親
会
は
現
在
も
続
い
て
い
る
0

、し

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
い
卒
業
生
の
就
職
は
し
だ
い

に
容
易
に
な
り
、
ま
た
価
値
観
も
変
わ
っ
て
技
術
畑
や
研
究
畑
だ

け
で
な
く
、
商
社
や
専
門
職
の
官
僚
に
な
る
人
も
出
て
い
る
0
 
新

制
八
回
生
で
は
卒
業
生
の
三
分
の
一
以
上
が
石
油
精
製
、
石
油
ヒ

学
関
係
に
就
職
し
て
い
る
が
、
商
社
へ
も
約
一
 
0
%
が
入
社
し

て
い
る

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
理
工
学
部
の
設
備
が
こ
れ
に
ょ

り
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。

一
方
、
昭
和
三
十
年
代
の
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
い
理
工

科
系
卒
業
生
に
対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
り
、
進
学
者
は
ふ
ぇ
、

ま
た
研
究
設
備
の
高
度
化
と
と
も
に
、
甲
大
理
工
学
部
は
校
舎

研
究
室
の
狭
さ
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
そ
こ
で
当

時
の
大
浜
信
泉
総
長
は
、
理
工
学
部
を
現
在
地
(
旧
陸
軍
戸
山
ケ

原
射
撃
場
跡
)
へ
移
転
さ
せ
る
べ
く
、
早
稲
田
大
学
創
立
八
十
周

年
、
黒
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
広
く
社
会
へ
寄
付
を
求
め
ら
れ

新
制
大
学
か
ら
大
学
院
大
学
へ

3新
制
大
学
の
特
長
は
、
旧
制
大
学
が
余
り
に
専
門
的
、
職
業
的

な
教
育
を
実
施
し
た
結
果
、
自
主
性
や
批
判
力
に
と
ぽ
し
い
人
間

を
造
り
出
し
た
と
し
て
、
人
間
育
成
を
旗
印
に
一
般
教
育
と
い
う

太
い
柱
を
建
て
た
こ
と
で
あ
る
。
細
分
化
さ
れ
た
高
度
な
学
問
は

大
学
院
で
行
な
う
と
い
う
こ
と
で
、
新
制
大
学
院
制
度
が
新
し
く

置
か
れ
た
。
燃
料
化
学
科
が
廃
止
さ
れ
、
応
用
化
学
科
に
合
併
さ

れ
た
の
も
、
こ
の
思
想
か
ら
来
る
も
の
で
あ
っ
た
0

し
か
し
歴
史
的
に
み
る
と
電
気
工
学
科
、
電
子
通
信
学
科
の
よ

う
に
燃
料
化
学
科
を
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
る
か
、
少
な
く
と
も
鋳

物
研
究
所
の
よ
う
に
、
燃
料
研
究
所
の
よ
う
な
形
で
残
し
て
お
い

た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
0

新
制
大
学
と
な
り
、
進
学
者
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
大
学
教

育
に
対
す
る
私
学
の
責
任
も
次
第
に
重
視
さ
れ
、
や
が
て
、
国
家

予
算
に
ょ
る
研
究
費
助
成
、
理
科
助
成
な
ど
が
文
部
省
を
通
じ
て

た
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
の
立
案
、
実
施
に
は
、
当
時
大
学
理
事
と
し
て
大
浜

総
長
の
片
腕
だ
っ
た
応
用
化
学
科
の
村
井
資
長
教
授
が
当
た
り
、

総
額
二
十
一
億
円
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
理
工
学
部
建
設
は
当
時
の
学
部
長
難
波
正
人
教
授
(
機
械
工

学
科
)
の
も
と
で
計
画
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
に
鍬
入
れ

以
来
五
力
年
余
、
総
工
費
二
十
八
億
円
で
三
期
に
分
け
た
工
事
の

九
0
%
は
昭
和
四
十
二
年
三
月
に
完
成
、
同
年
四
月
か
ら
使
用
を

始
め
た
。

設
計
は
建
築
学
科
の
安
東
、
穂
積
両
教
授
。
地
上
六
0
メ
ー
ト

一
八
階
地
下
二
階
の
五
言
ぢ
館
を
中
心
に
、
そ
の
回
り
に

レ
、

ノ教
室
、
学
生
実
験
室
、
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
な
ど
の
建
物

を
配
置
、
霞
ケ
関
ビ
ル
が
完
成
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
、
こ
の

五
一
号
館
は
東
洋
一
の
高
さ
と
エ
レ
、
ヘ
ー
タ
ー
の
速
さ
(
分
速
二

四
0
メ
ー
ト
ル
)
を
誇
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
で
も
展
望
は
良
く
、
天
気
さ
え
良
け
れ
ぱ

富
士
、
丹
沢
は
も
と
よ
り
、
遠
く
日
光
の
山
々
も
手
に
と
る
よ
う

新理工学部遠景(新宿付近から)
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で
あ
る
。

難
波
構
想
に
し
た
が
い
、
建
物
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
に
合
理

化
が
行
な
わ
れ
、
今
ま
で
各
学
科
に
属
し
て
い
た
事
務
所
、
図
書

室
な
ど
を
中
央
に
集
め
、
地
下
一
階
を
理
工
学
部
図
書
館
、
一
階

を
中
央
事
務
所
と
し
て
、
各
学
科
に
は
学
生
定
員
に
応
じ
て
一
名

t
三
名
の
連
絡
事
務
員
を
置
く
の
み
と
し
、
研
究
室
の
占
有
面
積

も
学
生
定
員
が
か
な
り
加
味
さ
れ
た
配
分
と
な
っ
た
。

学
生
定
員
は
理
工
学
部
で
千
七
百
十
名
(
現
在
は
化
学
科
増
設

に
ょ
り
千
七
百
四
十
名
)
で
、
応
用
化
学
科
は
百
四
十
名
。
最
高

は
機
械
工
学
科
の
四
百
四
十
名
で
、
電
気
工
学
科
の
二
百
四
十
名

が
続
い
て
い
る
。

現
在
応
用
化
学
科
は
工
業
化
学
コ
ー
ス
研
究
室
と
し
て
五
一
号

館
八
階
の
半
分
、
九
階
の
全
部
船
よ
び
一
 
0
階
の
半
分
を
使
用
、

主
と
し
て
化
学
系
共
通
機
器
室
と
し
て
理
工
学
研
究
所
所
轄
の
部

屋
を
使
っ
て
い
る
。
設
備
は
一
 
0
階
に
赤
外
、
紫
外
可
視
分
光

器
、
高
分
解
能
核
磁
気
共
鳴
装
置
(
簡
易
型
)
、
 
X
線
分
析
器
、

熱
分
析
装
置
な
ど
を
置
き
、
地
下
二
階
に
大
型
磁
気
共
鳴
装
置

(
N
M
R
 
・
 
E
S
R
 
、
質
量
分
析
装
置
(
大
型
簡
易
型
)
が

あ
り
、
ま
た
地
下
一
階
に
高
圧
室
、
炉
室
、
さ
ら
に
五
六
号
館
に

元
素
分
析
室
電
気
化
学
分
析
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

化
学
工
学
コ
ー
ス
は
、
六
0
号
館
に
研
究
室
と
学
生
実
験
室
が

あ
る
。学

生
実
験
室
も
、
い
ま
ま
で
い
く
つ
か
の
学
科
に
ま
た
が
っ
て

い
た
も
の
は
ま
と
め
て
共
通
実
験
室
と
し
、
各
学
科
に
特
有
な
、

の
の
み
コ
ー
ス
別
実
験
室
と
し
て
船
い
た
。
共
通
実
験
室
は
、
職

員
別
に
み
る
と
第
一
課
(
材
料
)
、
第
二
課
(
工
作
)
、
第
三
課

(
電
気
工
学
)
、
第
四
課
全
学
基
礎
)
、
第
五
課
(
化
学
分
析
)

の
五
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
応
用
化
学
科
で
は
物
理
実
験
、
化
学

実
験
(
一
年
)
、
工
学
基
礎
実
験
、
分
析
化
学
実
験
(
二
年
)
、
物

理
化
学
実
験
(
三
年
前
期
)
を
共
通
実
験
室
で
行
な
い
、
工
業
化

学
実
験
、
化
学
工
学
実
験
(
三
年
後
期
、
四
年
前
期
)
を
コ
ー
ス

別
実
験
室
で
行
な
っ
て
い
る
。

新
校
舎
の
余
り
に
合
理
化
さ
れ
た
設
計
に
対
し
て
は
、
利
用
者

に
対
す
る
配
慮
が
足
り
な
い
と
の
不
満
の
声
も
聞
か
れ
た
。
ま

た
、
応
用
化
学
科
は
も
と
も
と
森
村
豊
明
会
、
小
倉
房
蔵
氏
か
ら

の
寄
付
の
淘
か
げ
で
、
他
の
学
科
に
比
べ
比
較
的
建
物
に
余
裕
が

あ
っ
た
た
め
移
転
に
積
極
的
で
な
く
、
多
人
数
教
育
に
対
し
て
も

首
を
か
し
げ
る
教
員
が
か
な
り
い
た
が
、
理
工
学
部
の
大
勢
に
従

い
結
局
、
移
転
に
同
意
し
た

新
制
大
学
制
度
と
同
時
に
新
制
大
学
院
も
設
置
さ
れ
、
実
際
に

は
修
士
課
程
が
昭
和
二
上
ハ
年
か
ら
、
博
士
課
程
は
昭
和
二
十
八

年
か
ら
始
ま
っ
た
理
工
学
部
に
は
工
学
研
究
科
と
し
て
機
械
工

学
、
電
気
工
学
、
建
設
工
学
、
鉱
山
及
金
属
工
学
、
応
用
化
学
の

五
専
攻
か
置
か
れ
、
昭
和
二
十
九
年
度
か
ら
は
応
用
物
理
学
専
攻

が
増
設
さ
れ
た
。

応
用
化
学
専
攻
に
は
当
初
、
高
分
子
化
学
(
小
栗
)
、
電
気
化

学
(
富
井
)
、
燃
料
化
学
(
山
本
)
、
酬
酵
化
学
(
武
富
)
の
四
専

修
が
置
か
れ
た
。

小
林
先
生
か
ら
受
け
継
が
れ
た
,
応
用
化
学
は
化
学
を
応
用
す

る
学
問
で
あ
る
"
と
い
う
思
想
は
現
在
で
も
正
し
い
が
、
学
問
が

進
歩
す
る
に
つ
れ
、
応
用
化
学
で
も
基
礎
の
学
問
の
上
に
立
つ
も
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の
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
新

制
大
学
発
足
当
時
、
ほ
と
ん
ど
旧
制
の
ま
ま
だ
っ
た
カ
リ
キ
ユ
一
フ

ム
は
、
何
回
か
改
訂
さ
れ
て
基
礎
科
目
が
重
視
さ
れ
、
無
機
化
学
、

有
機
化
学
、
物
理
化
学
な
ど
の
講
義
時
間
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
0

こ
の
考
え
方
は
研
究
面
に
も
反
映
し
、
そ
の
現
わ
れ
と
し
て
大

学
院
の
専
修
も
昭
和
三
十
三
年
に
は
無
機
化
学
、
化
学
工
学
各
専

修
が
出
来
、
さ
ら
に
有
機
合
成
化
学
(
昭
和
四
十
二
年
)
、
物
理

化
学
(
同
四
十
四
守
、
有
機
化
学
(
同
四
十
八
年
)
、
の
各
専
修

が
増
設
さ
れ
、
ま
た
食
品
箙
酵
も
応
用
生
物
化
学
と
名
称
を
変
更

(
昭
和
四
十
八
年
)
さ
れ
た
。

研
究
科
も
理
τ
学
研
究
科
と
改
称
さ
れ
、
大
学
院
専
攻
は
新
設

の
化
学
科
と
共
通
で
あ
る
。

基
礎
面
が
重
視
さ
れ
る
一
方
、
化
学
工
業
の
大
型
化
は
化
学
工

学
系
の
技
術
者
を
多
数
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
稲
田
大
学

応
用
化
学
科
で
は
大
正
時
代
、
他
大
学
に
先
が
け
小
林
先
生
が
化

学
工
学
の
講
義
を
さ
れ
て
お
り
、
工
業
化
学
と
化
学
工
学
と
の
調

和
の
と
れ
た
体
系
は
、
創
設
期
か
ら
の
応
用
化
学
科
の
特
長
の
一

つ
だ
っ
た
。

昭
和
三
十
三
年
に
は
他
の
私
立
大
学
に
先
が
け
、
大
学
院
に
化

学
工
学
専
修
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
六
年
度
入
学
の
学

部
生
か
ら
、
高
度
の
専
門
技
術
者
養
成
の
た
め
に
工
業
化
学
コ

ス
、
化
学
工
学
コ
ー
ス
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
教
育
体
系
を
と

と
の
え
た
。

こ
れ
に
ょ
り
、
低
学
年
で
は
無
機
化
学
、
有
機
化
学
、
物
理
化

学
に
加
え
て
化
学
工
学
等
の
基
礎
科
目
、
ま
た
そ
れ
ら
と
密
接
に

関
連
の
あ
る
基
礎
専
門
科
目
を
修
得
し
、
高
学
年
で
は
工
業
化
学

コ
ー
ス
と
化
学
工
学
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科

目
を
十
分
に
修
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

応
用
化
学
科
百
四
十
名
の
学
生
の
う
ち
、
工
化
コ
ー
ス
百
名
、

化
エ
コ
ー
ス
四
十
名
で
あ
る
。
西
大
久
保
へ
は
化
学
工
学
コ
ー
ス

が
工
業
化
学
コ
ー
ス
よ
り
早
く
昭
和
四
十
年
に
移
転
、
こ
の
移
転

に
ょ
り
大
型
研
究
実
験
装
置
の
設
置
が
可
能
と
な
り
、
化
学
装
置

の
大
型
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
、
教
育
の
場
と
な
っ
た
0

大
学
院
で
は
、
昭
和
一
一
十
七
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
入
学
推
薦

制
度
に
ょ
り
、
優
秀
な
学
生
の
大
学
院
進
学
希
望
を
盛
り
立
て
る

こ
と
に
な
り
、
学
部
卒
業
生
の
う
ち
約
五
十
名
が
大
学
院
修
士
課

程
に
進
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
博
士
課
程
へ
の
進
学
者

も
ふ
ぇ
、
毎
年
数
名
の
課
程
に
ょ
る
博
士
の
誕
生
を
み
る
な
ど
、

大
学
院
制
度
も
次
第
に
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
で
大
幅
な
も
の
は
、
理
工
学
部
全
体
と

し
て
昭
和
四
十
三
年
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
理
工
学
部
で
は

卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
一
六
0
で
、
特
に
二
年
生
の
時
間
割
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
が
、
も
っ
と
自
由
な
時
間
を
与
え
て
勉

強
さ
せ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
か
ら
、
総
単
位
数
は
一
四
六
に
切
り

下
げ
ら
れ
た
。

応
用
化
学
科
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
規
模
な
改
訂
は
、
昭
和

四
十
五
年
に
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
①
基
礎
学
科
を
重

視
し
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
,
工
業
化
学
"
の
講
義
を
極
端
に
減
ら

し
た
②
学
生
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る
た
め
必
須
科
目
数
を
減
ら
し

た
③
多
人
数
教
育
の
弊
害
を
除
く
た
め
、
低
学
年
に
小
人
数
の
ク

応
用
化
学
科
の
将
来
は
、
理
工
学
部
の
将
来
と
運
命
を
共
に
し

て
い
る
。
理
工
学
部
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十

七
年
五
月
に
将
来
計
画
第
一
次
委
員
会
が
、
昭
和
四
十
八
年
十
一

月
に
第
二
次
委
員
会
が
設
け
ら
れ
教
育
、
研
窕
キ
ャ
ソ
。
ハ
ス
計

画
、
百
周
年
記
念
事
業
、
事
務
お
よ
び
技
術
組
織
の
各
分
野
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
委
員
の
一
人
で

あ
る
加
藤
教
授
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
現
在
、
大
学
へ
の
進
学
率
が
全
国
で
三
二
%
(
東
京
地
区
で

五
0
%
)
と
な
り
、
大
学
の
大
衆
化
と
多
様
化
が
進
む
な
か
で
、

今
の
多
数
教
育
を
続
け
て
ゆ
く
な
ら
ぱ
、
早
大
理
工
学
部
は
平
均

化
さ
れ
た
大
学
の
中
に
埋
没
し
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ

ラ
ス
を
設
け
た
こ
と
ー
で
あ
る
。
③
を
具
体
的
に
い
う
と
二
年

生
を
十
人
t
十
二
人
ク
ラ
ス
に
分
け
、
各
教
員
が
分
担
し
て
演
習

科
目
を
課
す
る
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

応
用
化
学
科
は
、
こ
れ
ま
で
諸
先
輩
の
努
力
で
大
き
く
発
展
し

て
来
た
。
し
か
し
、
そ
の
将
来
に
全
く
不
安
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
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う
。
先
輩
の
築
い
た
地
盤
を
引
き
つ
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
教
育
と
研
究
の
主
体
を
漸
次
大
学
院
に
移
行
さ
せ
、
内
容

の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る

現
在
の
設
備
、
教
員
数
は
学
部
教
育
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も

の
で
、
大
学
院
拡
充
の
要
請
に
応
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
理
工
学

部
の
将
来
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
る

主
要
国
立
大
学
が
、
大
学
院
大
学
と
し
て
の
形
態
を
整
え
て
い

き
つ
つ
ぁ
る
現
在
、
早
稲
田
大
学
に
お
い
て
も
そ
の
比
重
を
大
学

院
の
方
へ
移
し
変
え
て
ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
な
V
。

と
こ
ろ
が
、
応
用
化
学
科
を
は
じ
め
理
工
学
部
各
学
科
の
教
員

の
年
令
構
成
は
、
典
型
的
な
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
あ
り
、
若
手
教

員
の
欠
如
は
致
命
的
と
い
え
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、

優
秀
な
若
い
力
を
注
入
す
る
こ
と
が
緊
急
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ

の
た
め
に
は
博
士
課
程
を
中
心
と
し
た
大
学
院
を
拡
充
し
て
、
研

究
と
教
育
の
内
容
も
学
部
、
大
学
院
の
一
貫
教
育
を
行
な
う
か
、

別
々
の
専
門
教
育
を
行
な
う
か
に
つ
い
て
、
慎
重
に
討
議
し
て
ゆ

く
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、
研
究
室
の
狭
艦
が
研
究
充
実
の
最
大

の
ネ
"
ク
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
将
来
計
画
委
員
会

で
は
、
高
層
の
五
一
号
館
(
一
八
階
建
)
の
中
程
(
八
1
一
 
0

階
)
に
化
学
系
研
究
室
の
あ
る
こ
と
は
災
害
の
面
か
ら
重
大
で
あ

る
こ
と
を
認
識
さ
れ
、
六
号
館
(
現
在
化
学
系
学
生
実
験
室
)
の

東
側
グ
ラ
ソ
ド
へ
の
移
転
を
勧
告
し
て
い
る
。
こ
の
勧
告
に
基
づ

い
て
近
い
将
来
、
新
し
い
化
学
系
研
究
室
が
新
築
さ
れ
、
教
育
、

研
究
、
設
備
の
三
拍
子
そ
ろ
っ
た
応
用
化
学
科
の
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
」

大
幅
な
国
庫
助
成
に
ょ
る
私
大
の
経
営
面
で
の
強
化
と
と
も

に
、
教
育
研
究
に
対
す
る
大
き
な
自
覚
が
、
応
用
化
学
科
を
に
な

つ
て
い
る
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
に
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か

譜
料

年
資
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15.12

昭和16

17.

18.

早稲田応用化学会常会,第70回目を内幸町大阪ビル内レ
グリルで開催。以後,幟時遠慮。

臣"11乙勲代ヒ町、叉1ミ小林教授退職。

訊幟も逃乏、
応用化学科に石油分科新設。

石油分科,石油↓学科として独立,山本教授学科主任就任。

早稲田応用化学会帳53号発行。以後6年間休刊。

5月25日の空襲で学園,理工研,大隈会館などのコンクリート
建築物を除き殆んど焼失,石油工学科教室実験室焼失。

石油工学科,第1回生卒業。武富教授,学科主任,応用化学会

3

寸ど

⑦ 19.2

'・・・"^'゜"

20.

@

5

20. 9

昂

会長就任。

4

一昇

石油工学科,名称を燃料化学科と改称。

山本教授,理上学部長選任。

4階応用化学科実験室内部設備資金の寄付募集,同募金により
に実験室を造り,また化学↓学実験室の設備を改善した。

11学部0 、y _、'イ,新制早稲田大学に移行,
ひ、、唯卜喪に託"エ

武富教授学科主任退任,

早稲田応用化学会報54号,復刊。

10月9日応用化学科創没30周年記念祝賀会を大隈講堂,記念祝
賀パーティを大隈会館で開催。

応用化学科,新制第1回生卒業,燃料化学科廃止(応用化学科
に合併)。

新制早稲田大学大学院,6研究科修上課創設,工学研究科応用
化学専攻には高分子化学,醗酵化学,電気化学,燃料化学の4専
修設置。

大学院,6研究科博士課程設挑。

小林名誉數授逝去(29.2.フ)。

山本教授,学科主任,応用化学会会長就任。

小林先生ご遺族より40万円寄付,これを基に小林基金募集,募
金65万円, a・ト105 万円(49.1.31 現在 274 万円に増加)。

小栗教授定年退職,名誉教授に。

宇野教授,学科主任就任。

早稲田大学創立75周年ならびに応用化学科創設40周年を記念し
会報65号発行。

大学院に無機化学,化学工学専修新設。

10

ネカ争、'く,

関東大虐災で応用化学科実験室の薬品室より発火,同建築物全
焼。

応用化学科後援会設立,卒業生その他より寄付を集む。

早柘田応用化学会蝦第1寸,創刊。

焼失突験室跡に仮史験室竣モ。森村豊明会より寄イ、1'あり。

池師小栗拾蔵,教授就任。

松井教授退任。

本部キ十ンパス現6号館の一部として応用化学実験室講義室な
どの本建築竣上。Ⅱ月1日竣工祝賀式開催。

7

Ⅱ

4

(ξ科三経"、会ξや祁を、たへ

小林学科主任退任,
化学会会長就任。

26. 3

26. 4

28.4

29.2

29.9

30.11

;

年月

明治41.2
a908)

41.5

32.

10

12

:

応用化学科・応用化学会年譜

とき ごで

,十柘田大学第 2期拡張・1四とし工翠..、、元新ンこと1ι誕、'

理工科の創設に対し,明治犬皇より金3万口のご卜四金あり,
これを記念し恩賜記念泌が着上され,明治45年5月竣上ず。

応用化学科予科が理上科予科のなかにA伺して開設。

河合勇,教授,応用化学科卜任として就任

富井六造,教授として就任。

応用化学科,本科(3年佑ID の授業開始。応用化学科創0'.の起

大正 5

6

33. 4

4

6

5

6

4

7

7

9.4

a92の
9.フ

9.9

10.4

12.3

"別川二、よりの寄イ、1'により亦煉瓦実験室が人部キ十ンハス内,
弓16 1J ' i 11,iに行.,0刀に竣「.。

河A教授退任,小林久、F,教授,"1科上任として就任

新大学令による大学となり,理上科を理工学部と改称

旧理上科応用化学科,第1回生卒業。

武富昇,助教授として就任。 ,

松井尤太郎,教授として就任。

新大学令による理〔学部応用化学科,第2 回生,錦 31"1/1小i"!f
に卒業。

久平元吼に早稲田・,"応用化学会創立,恩賜鯨教室で創立総会朋俳,小林

Ⅱ
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娼

昭和 49.

4 理上学部に化学科設立,大学院に有機化学専修新設,応用生物
化学専修名称変更。

応用化学会創立50周年記念事業のーつとして'早稲田大学応用
化学半世紀の回顧'を発行。

4

ξ/、 e

ξ§、ξ

ξξ j

ぐ突 7

註'専任教員の就任にっいては学科設立当初のみ,また
退職などについては教授のみ記載した。

ξ久/グ

ξ4( S

ξ突 4

ξ9、/グ

薦女9

化尋会南天折凱才ノξ発夕1.

会則大改ふ、

霽姿弓Υ金恭県

f灸/ノ

ξ会 e

fj、ぶ

早'ヨ吼え辻吼、

ネ永)旦尋乞モ陶イ亀

34.

昭和 35

35

35

/1.本4＼旻ゴ往鳥"、町・刈之,

/六獣政河

/、旻ヌ、佐、//9/ R 隆ト"〒

゛

石川教授逝去(48.2.10)。
棚橋幹一,応用化学会会長就任。

/1、

,

(目1三凝 Xf加お好比"し孝穫

富井教授定年退職。

小栗名誉教授逝去(35.1.3)。

石川教授,学科上任就任。

宇野教授,理上学研究所長就任,山本教授,大学院工学研究科
委員長就任。

応用化学科入学定員を60名より 100名に増員, カリキュラムに
応用化学会会則τ業化学,化学〔学のコース別戈験轟義を設置,

を変更して肝付兼英会長就任。

応用化学科入学定員を140名に増員。

了野教授逝去(39.1.2)。

石川教授,理工学研究所長就任,占田教授,学科主任就任。

36 4

rコ

@

佃

口 J1乞.、

ブ1く望÷之(行'N (旧ギ'葬ユ.'令早)/金、,t に jι、{壬
化学上学コース突験宅研究宅,西大久保キ十ンバスに移転, 水

野敏行応用化学会会長就任。

応用化学会綴休刊とし応化会だより1弓・発行。

山口教授定年退職(42.6.19 逝去)。

大坪敏授,学科上任就任。

村井教授,理上学研究所長就任。
゛

武富教授定年退職,名誉教授に。

〔業化学コース実験至研究宅,西大久保キャンハ゜スに移転,大
学院に有機合成化学専修新設。

村井教授,理上学部長就任

Ⅱ月4日応用化学科創設50燭年日己念式典を西大久保57号館大教
室で,同記念パーティを椿山荘で開催。

篠原敏授,学科主任就任。

山本教授定年退職,名誉教授に。

大学院に物理化学専修新設。石川教応用化学会会長就任。

森田教授,学科主任就任。

村井教授,早稲田大学総長就任。

城塚教授,学科主任就任。

Ⅱ月18日,応用化学会創立50周年,己念式典,同バ'ーティを日本
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雄
蔵

義
忠

坪
藤

大
力

功
郎
俊
周

吉
英

原
根
田
原

篠
関
士
神

授
授

教
教

義

男
次

晴
昭

{

授
授
授
師

教
教
教
講{

忠

正
彰
賢
孝清

塚
田
倉
井

城
平
豊
酒

Ⅱ

田

授
授

教
教

吉

ガ

長
冶

資
修

井
井

村
藤

{

授
授
授
授

教
教

教
教
助
助1

肇
夫
匡
愈

信
川
宮
藤
田

△長
高
佐
多

*

*

ガ

*
*

授
授

教
教

一
磐
雄
吉
彰

健
智
礼
博

口
崎
藤
橋

東
井
宮
伊
高

{

*
*

授
授
授
授教

教
教
教
助1

授
授
授
授
授

教
教
教
教
教

{

グ

ガ

Ⅲ

2
2
3
2
2
2
2
3
2
0
2
1
3
9
4

0
1

井
木
栗
永
田
岡
足
上
富
田
田
宅
部
上
野
口
井
0
井
内
口
木
林
林
栗
富
松
井
水
栗
富
口
井
m
野
林
屋
村
藤
林
内
林
閑

張

(

林

(

本

富
青
小
徳
村
師
帆
井
武
鎌
波
蒼
井
民
山
富
山
松
堀
山
藤
小
小
小
武
西
松
清
小
武
山
富
山
民
小
長
野
近
小
山
小
古

0
0

2
2
0
1

器
験

磁
実

0
2
0
0
2
0
2
0
0
0
2
0
^

22
2
2
2
2
0
2
2
2
2
2
2
0
0
0
0

2
^
2
2
α
Q
^
2
2
2
^
^
a

0

0
0
0
1

01

0
0
0
0
0

図
義

レ
し

製
講

U
牙

設
特
窯
工
貳
硝
製
卒
特
工

2
2
0
2
0

2
4
0

0
2
2

住)昭和5年度

学科 目

製造化学大意
有機化学
物理化学

物学ム

機 1

熱 関
電気理論
分析化学(講義)
砂糖,澱粉

化学^

護
円」

治 金
基礎1学実験
化学分析

図
応用物理化学
電気化学
電気工学
酸アルカリ
燃料タールエ業

香油
油脂,塗料
合成化学

油
木材乾留工業
織維素化学
醗酵↓業

薬一火
学測定法化

革製
理化学実験物
業分析

カリキュラム変遷

有機化学

担当者

(教員) 第1学年

毎週授

第2学年

業時数

第3学年

17,

ノノ

郎

業耐火材料
業経済
金 術

陶

業論文
別講義
場管理法

物理化学

(*は化学科本属)

大学院専修別教員構成

無機化学専修

高分子化学

0,

(昭和49年3月現在)

燃料化学

応用生物化学

応用電気化学

0,
2,
2,
0,
31,

ノノ

ノノ

化学工学ガ

31,39
2, 0
0, 0

教授

有機合成化学

森田

鈴木

宇佐美

教授
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2
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三
三
三
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ー
ー
ー
●
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●
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2
2
2
2
2
2
2
2
0
3
9
0
 
2
0
2
2

田
野
岡
川
井
井
富
栗
部
野
田
林
園
足
井
野
山
井
口
富
栗
川
野
山
井
、
口
富
柴
岡
地
富
口
山
賀

堤
ハ
田
、
、
.
米
、

吉
宇
師
石
富
武
武
小
宮
宇
吉
若
吉
帆
武
松
秋
富
山
武
小
石
宇
秋
富
^
山
武
小
浅
苫
武
山
秋
芳

目

3
0

3
6

塗
洲
強
吹
網
学
験

2
2
2
2
2
2
2
2
0
0
0
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
0
0
0
0

論

N
需
概

料
概
理
語

材
学
物

属
築
論

金
建
理
外

選
択
科
目

0
0
0

2
2
2

必
修
科
目

5
-5

選
択
科
目

42

4

2

22

2

科
目

必
修

2

4

6

2

4

2

6

2

4

2

6

2

4

.
2

2

4

2

6

2

4

2

6

2

4

2

6

2

8

4

2

6

22

41

6

86

6

必
修
科
目

③:.和48年度

学科

一般教育
科目

機械工学科 24124 148 6 1 8 114 64 江6 180 2 1 2 1 4

人 1 自

社1 1計
会1然1

学士号に必要な所定単位表

専門教育保健体育
外国語科目'、 目科目

備実必1選:

1計1計

修1択1 義1技1

電気工学科 24124 148

第:第:

外1外1計
豊五:曼ヨ王:
0口 P口.

資源工学科 24124 148

146 工学士

建築学科 24124 148

応用化学科 24124 148

毎週授業時数

第1学年第2学年第3学年

石川
原

上田

全教員

24 1 24 1 48金属工学科

8 1 14 60 1 20 1 80

電子通信
手寸ご

、」

8 1 14 37 1 43:80

F、

合計学士号

工業経営
弔学

40 1 40 1 808:14

製図
工業化学第 2,3,5 部実験

,6

24 1 24 1 48

41 139 180 28 1 14

士木工学科 24124 148

」、

146 理学士

146 工学士

24 1 24 1 48

応用物理
科

8 江4 66 114 1 80

工業化学第6部製造化学実験

146 工学士

数学科 24124 148

8 1 14 58:22 1 80

理学士146

146 工学士

24 1 24 1 48

②昭和

'4

8 1 14 48 132 1 80

物理学科 24 124 148

化学工学
工業化学第 1剖K酸,アルカリ)

ガ第2矧K珪酸塩)
"第3部(電気化学)
グ第4部(燃料)
ガ第5剖K油脂,塗料)
ガ第6珂K栖,澱粉,醗酵)
ガ第7剖K繊維素)

学光化
色素及び染料化学
ゴム霄料化学
食品化学
化学熱力学
化学平衡論
高圧化学

」、

2.,4

146

146 理学士化学科 24 124 1148 ・6

工学士146

工学士

14 53 127 180

選科

択目

146

物理化学
学化

機布 工 ^

^
ニ[

応用 数 一

無機 ヨど

有機化 概
化学工 概

化コロイ ド

工学基礎実
学分析化
理化学実験物

卒業論文

8 114 30 1 50:80

科

工学士

146

触媒化学
工業経済
工場管理

卒業論文

0 '・8

工学士

全教員

.」

146

34 1 46 1 808 114

10 1 70 1 80

工学士1

146

担当者

(教員)

8 1 1・4 36 1 44 1 80

工学士



Ξ'

演習科目

無機化学演習

有機化学演習A

有機化学演習 B

有機化学演習 C

物理化学演習 A

物理化学演習B

化学工学演習A

化学工学演習B

大坪

長谷川

藤井

佐藤

東,宮崎

吉田,宇佐美
士田

豊倉,酒井

城塚,平田

基礎専門科目

構造有機化学

有機反応機構

配位化合物化学

界面化学

量子化学(1)

プロセスエ学A

プロセスエ学B

鈴木

長谷川,佐

泊J罪1

吉田,加藤

宮崎

酒井

豊倉

心.ー

=イ
▲



専門選択科目(コース別)

学生は所属するコースの科目の内より8単位を選択して修得しなければなら

ない

なお,上記以外に全科目の内より,さらに4単位以上を選択して修得するこ

とが望ましい。

工業化学コース

無機合成化学

鉱物化学

石油化,学

高分子化学

化学工学コース

反応工学A

単位操作A

単位操作B

加藤

大坪

森田

土田

吉田

鈴木

宇佐美

'篠原

佐篠,多田

宮崎

東

ジーレオ

有機反応機彬演習

プロセスミ受ミ

化学工学コース

拡散操作

機械的操作

反応工学 B

モデル解析法

移動速度 論
'

物性定数雉算法

プロセス制御

装殿枇造設計

専門必修科目(コース男ID

学生は所属するコースの全科目を修得しなければならない。 よ、

なお,上記以外に他のコースの講義科目の内より,さらに4単位以上を選択

して履修することが望ましい。

早川

、

城塚

和田

平田

平田

泗井

井上

沈'[1

器!倉

,

コース別専門選択科目合計

工業化学コース

無機工業化学

化学工学実験(Ⅱ)

城塚

豊倉,酒井

平田

城塚,平田
豊倉,酒井

有機工業化学

工業化学実験(Ⅱ)

大坪,吉田
加藤

篠原,森田
鈴木

吉田,篠原
藤井,鈴木
長谷川,佐藤

2
0
0
2
2
2
0
0

ノ
一

)

ヒイ

1
Ⅱ

(
( )

気

物
物

電
生
生

子量
構

凹ヒイ

学

口

ヒイ

)Ⅱ

学

(必

ヒイ

ヒ

造

イ



早
稲
田
応
用
化
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
本
書
の
出
版
が
決
定
、
そ
の
編
集
委
員
長
を
委
嘱
さ

れ
、
関
係
諸
氏
の
ご
支
援
を
え
て
こ
こ
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
書
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
当
会
運
営
委
員
会
に
本
書
編
集
委
員
会
の
委
員
の
推
薦
を
願
い
、
学
外
卒
業
生

お
よ
び
教
室
の
な
か
か
ら
次
の
諸
氏
が
委
嘱
さ
れ
た
。

学
外
1
棚
橋
幹
一
若
山
一
彦
鎮
目
達
雄
中
曽
根
荘
三
柳
沢
亘
名
手
孝
之

教
室
1
大
坪
義
雄
篠
原
功
森
田
義
郎
鈴
木
晴
男
佐
藤
匡
宇
佐
美
昭
次
豊
倉
賢

昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
二
日
、
第
一
回
編
集
委
員
会
を
開
催
、
次
の
よ
う
に
編
纂
刊
行
の
大
綱
を
決
め
た
。

一
過
去
の
記
録
を
整
理
、
出
来
る
だ
け
正
確
に
残
す
こ
と
に
留
意
し
、
会
員
諸
氏
に
呼
び
か
け
資
料
寄
稿
の
提
出

を
求
め
る
。

二
内
容
は
応
用
化
学
科
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
に
羚
け
る
山
本
研
一
氏
の
講
演
(
応
化
会
だ
よ
り
第
五
号
掲
載
)

を
参
考
と
し
、
小
林
時
代
(
創
立
t
昭
和
十
一
年
頃
)
、
戦
中
・
戦
後
(
昭
和
十
二
年
t
二
十
六
年
頃
)
、
新
制

大
学
充
実
期
(
昭
和
二
十
六
年
1
三
十
八
年
頃
)
、
お
よ
び
最
近
の
十
年
、
ゐ
四
期
に
分
け
、
各
期
に
つ
い
て

座
談
会
を
開
催
し
テ
ー
プ
に
集
録
す
る
。

三
学
内
資
料
、
寄
書
、
座
談
会
記
録
に
つ
い
て
の
編
纂
は
本
委
員
会
が
行
な
い
、
原
稿
の
作
成
お
よ
び
印
刷
は
ダ

」

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
に
依
頼
す
る
。

.専門選択科目(各コース共通)

学生は下記科自の内より6単位以上を選択して修得することが望まごし



昭
和
四
十
八
年
八
月
下
旬
、
座
談
会
を
市
ケ
谷
私
学
会
館
な
ど
に
お
い
て
四
回
開
催
、
参
加
者
延
べ
約
五
十
名
、
十

余
時
問
に
船
よ
ぶ
テ
ー
プ
を
条
録
こ
れ
に
会
員
諸
氏
か
ら
の
寄
稿
約
五
0
点
、
お
よ
び
学
内
関
係
資
料
約
五
0
点
を

加
え
け
一
五
0
点
を
編
纂
資
料
と
し
て
、
同
年
九
月
末
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
に
原
稿
作
成
を
依
頼
、
翌
四
卜
九
年
一
月
脱

稿
、
直
ち
に
編
集
委
員
船
よ
び
教
員
各
位
に
草
稿
の
査
読
を
願
い
加
筆
訂
正
、
集
録
写
真
の
選
定
を
経
て
、
一
月
末
編

集
委
員
会
を
開
催
原
稿
完
了
の
承
認
を
へ
て
印
刷
に
入
っ
た
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
昭
和
四
十
七
年
に
む
か
え
た
応
用
化
学
会
創
立
五
十
周
年
を
黒
し
て
企
画
さ
れ

,

た
も
の
で
あ
る
が
、
応
用
化
学
科
の
創
設
は
大
正
六
年
(
一
九
一
七
年
)
で
あ
り
両
者
は
経
過
年
数
六
年
の
差
を
み
て

い
る
ま
た
内
容
に
船
い
て
も
応
用
化
学
科
と
の
両
面
か
ら
展
望
を
こ
こ
ろ
み
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
し
て

編
集
委
員
会
に
お
い
て
本
誌
の
名
称
を
「
早
稲
田
大
学
応
用
化
学
半
世
紀
の
回
顧
」
と
し
た
。

何
分
に
も
長
年
月
に
わ
九
る
内
容
で
あ
り
、
ま
た
紙
面
予
算
の
都
合
で
必
ず
し
も
意
を
尽
く
せ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
か

と
思
わ
れ
る
。
会
員
諸
氏
の
ご
指
摘
が
あ
れ
ぱ
次
回
刊
行
に
お
い
て
集
録
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る

本
書
の
発
刊
は
編
鉄
委
員
は
も
と
よ
り
会
員
関
係
渚
氏
の
貴
重
な
寄
稿
助
口
、
座
談
会
出
席
諸
氏
の
ビ
尽
力
に
負
う

も
の
で
あ
る
。
教
室
の
佐
藤
匡
、
宇
佐
美
昭
汰
両
氏
に
は
約
一
力
年
に
わ
た
る
企
画
、
資
料
の
収
集
編
纂
、
卒
業
生
柳

沢
亘
、
名
手
孝
之
両
氏
に
は
数
回
に
わ
た
る
座
侠
会
の
司
会
、
ダ
イ
ヤ
モ
ソ
ド
社
に
は
編
集
原
稿
作
成
の
労
を
わ
ず
ら

わ
し
た
衷
心
よ
り
感
謝
を
い
た
す
と
と
も
に
、
本
書
の
刊
行
に
当
た
り
会
員
諸
氏
船
よ
び
各
方
面
よ
り
の
多
大
の
ご

援
助
ビ
指
導
に
対
し
て
も
、
深
甚
な
る
謝
辞
を
表
す
る
も
の
で
あ
る

昭
和
四
十
九
年
二
月
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大久保キャンパス内のハイテク・りサ

「森村記念ラウンジ」が設置される。

森村市右ξ律jl"1は1839作に1カリ父+需に小ぽれた。 20才'の頃の森村は武家を相丁・に,枇浜・のⅢ1港後は,舶来,'"',を什人れ

ては」二佐,小沌,加1賀蕩などを扣丁・に商うた。

その後,森村は,弟蛯を渡米させ, Hンドの織J揣を小心に貿易の什,"をさせ九が,その1製界を匁1り, 11ポで陶磁揣を

創って売ろうと,大倉孫兵衞等とともに名古屋に専属窯を開設し,1リ1治37年にn耶;陶器△名会礼を設立しナこ。この日

本陶器の本業からは,東陶機器,伊那製惨J等の窯業会社を生み出しナこ。そして,日本最初の貿易会社森村商町を設立

し,ノリタケのプランドで米国て成功を収めた。

森村はまた,森村組の経営の安定をはかるため森村銀行を明治30年に設立した。早稲田大学は,明治U年の理工科

開設時には,戸山の士地購入に際してこれを担保にこの銀行から融資を妥けた。

理工科の開設に当たっては,森村は渋澤栄とともに大学の基釡管理委nとなり,*先してともに2万円の寄附を

した。また,大正5年に理工科拡充のため応用化学科が開設された際には,屯宰する森村豊明会より5万6千円の寄

附があり,これをもとに延べ3船坪の応用化学実験室が建った。この建物は火正12年の関東大震災で焼失したが,再

び豊明会より3万円の寄附があり再建された。ちなみに,豊明会とは,明治33年6月に長男明を,7月に弟豊を亡く

した森村が二人の名前を冠し,教育・社会喫業に奉仕するために設立したものてある。

大隈玉信は創立35周年式典の際,森村に深枯な謝愆を表している。「ここに忘る"」からざる人は渋洋リ}儒の友人で,

この学校に応用化学の実験室を排へて下さうた所の森村男爵てある。これは私よりっ弟,私はっ兄だ。これが又

人格の優れた人てある。」と大隈は演説している。大正8年1月,大隈は森村を終身維持員とし,ま九校賓として遇

した。

早稲m大学は,駿明会からの寄附にようて建設された西甲稲Ⅲキャンパス6昇館の壁に,「豊明会記念応用化学実

験室」のプレートを埋めこみ,その由来を残しているが,斗Z成9年】2岡大久保キャンパスに竣τをみたハイテク・リ

サーチ・センター棟に森村市左衛門氏の名を冠し九「森村記念ラウンジ」を設け,氏の肖像を掲げて,森村市友衛門

氏の名を永く語り継ぐとともに,氏の功績をあら九めて記念することとした。

^チ・センター棟に

咋作」ミ,文部街の補助釡を得てブ白戊したハイテクリサーチセンター62リ館畊来1人」1

階に標'氾の祉念室が股けられた。故森本川i/.{律j門氏は"1室の別i彰文にあるように応川

化学科の恩人である。12打 9日,ご辿族をお招きしてご樂内した。

記念室内の故森村翁の写真,顕彰文を背に.中央:当主

会社社長)両脇:森村学園学園長松本重一朗氏ご夫妻

森村衛氏

(奥様は森村

(森村産業株式

衛氏のご令妹)


